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基 本 理 念

豊かな学びで
未来を拓く埼玉教育

ひら

ことを目指しています。

県民の誰もが参画し得る生涯を通じた多様な学び ー豊かな学びー で、
この基本理念は、

ー未来を拓くー人生や社会の未来を切り拓く力を育む
ひら ひら

社会の変化を正確に予測することが困難なこれからの時代においては、
主体的に社会に関わり、多様な人々との交流を通じて、新たな価値を創造し、

人生や社会の未来を切り拓くことのできる力が求められます。

このような力を有し、社会の持続的な発展を支える担い手を
育てていく上で、教育の使命は極めて重要です。

ひら

計画期間は令和元年度（２０１９年度）から令和５年度（２０２３年度）までの５年間です。

●
●

●

●

●

教育基本法に基づく本県の教育振興基本計画です。
県政全般の総合的な計画である「埼玉県５か年計画－希望・活躍・うるおいの埼玉－」
を踏まえた教育行政分野の計画です。
中長期的な視点に立って策定した計画です。

この計画は、教育行政の関係者はもとより、教育に関わる全ての人々が、
教育の意義や方向性を共有しながら、これからの埼玉教育の未来を共に描き、
創っていくための共通の指針としていきます。
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　本年度は、「第３期埼玉県教育振興基本計画－豊かな学びで　未来を拓く埼玉教育－」
　県教育委員会では、この計画を実現するため、以下のとおり令和３年度における重点的
　人生１００年時代の到来を踏まえ、誰一人取り残さないというＳＤＧｓの実現が叫ばれ
　施策の推進に当たっては、このような視点も踏まえながら、市町村や県立学校に対して
集し、本県教育の振興・充実に努めてまいります。

(令和元年度～５年度）の実施３年目に当たります。
な取組を定めた「埼玉県教育行政重点施策」を策定しました。
ています。
指導・助言、情報提供を行うとともに、家庭、地域、大学・企業等と連携して教育力を結

重点項目１　 確かな学力の育成 重点項目５　キャリア教育・職業教育の推進
　①　埼玉県学力・学習状況調査の実施とＡＩを活用した個に応じた学びの実践研究 　①　小・中学校、高等学校における体系的・系統的なキャリア教育・職業教育の推進
　②　協調学習による授業改善と学習効果の検証 　②　全国産業教育フェア埼玉大会の開催
　③　グローバル教育の推進と外国語教育の充実
　④　国際バカロレア等特色ある教育の検討 重点項目６　障害者雇用の推進
　⑤　児童生徒の情報活用能力の育成 　①　障害者の雇用と働きやすい職場づくり

重点項目２　豊かな心の育成 重点項目７　教職員の資質・能力の向上と学校の組織運営の改善
　①　いじめ防止対策の推進 　①　教員のＩＣＴ活用指導力の向上
　②　ＳＮＳ等を活用した教育相談体制の充実と更なる質の向上 　②　学校における働き方改革の推進
　③　ＬＧＢＴＱ等、性の多様性を尊重した教育の推進 　③　不祥事根絶に向けた取組の推進

重点項目３　健康の保持増進と体力の向上 重点項目８　県立学校施設の整備
　①　基本的生活習慣の確立に向けた支援と食育の推進 　①　県立高校のトイレ洋式化の加速化
　②　新体力テストの実施と体力プロフィールシート等の活用による一人一人の体力
　　の向上 重点項目９　家庭・地域との連携と生涯にわたる学びの推進
　③　運動好きな児童生徒を育成するための授業改善 　①　「おがわ学」の構築・実践など地域と連携・協働した教育の推進
　 　②　外国人親子への支援と地域住民とのつながりづくり
重点項目４　特別支援教育の推進と一人一人の状況に応じた支援 　③　新しい県立図書館の検討・推進
　①　特別支援学校の過密解消に向けた取組の推進
　②　障害のある子供と障害のない子供が共に学ぶとともに、一人一人の教育的ニー 重点項目10　文化芸術の振興
　　ズに応じた多様な学びの場の整備 　①　文化財の適切な保存・継承
　③　不登校児童生徒・高校中途退学者等への支援 　②　県立博物館・美術館における魅力的な展覧会の開催
　④　日本語指導が必要な児童生徒への支援
　⑤　学校・教育機関におけるヤングケアラーの認知度を高め、適切な支援につなぐ
　　環境の整備

　　　　令和３年度　　埼 玉 県 教 育　     行 政 重 点 施 策
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（参考）

貧困をなくそう

飢餓をゼロに

すべての人に健康と福祉を

質の高い教育をみんなに

ジェンダー平等を実現しよう

安全な水とトイレを世界中に

エネルギーをみんなに、そしてクリーンに

働きがいも、経済成長も

産業と技術革新の基盤をつくろう

人や国の不平等をなくそう

住み続けられるまちづくりを

つくる責任、つかう責任

気候変動に具体的な対策を

海の豊かさを守ろう

陸の豊かさも守ろう

平和と公正をすべての人に

パートナーシップで目標を達成しよう

ＳＤＧｓ　１７の目標（ゴール）
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  第３期埼玉県教育振興基本計画は、１０の目標と３０の施策から構成され、施策ごとに、主な取組が設定されていま

す。教育委員会では、３０の施策のうち、知事部局所管の３施策（「施策２２ 私学教育の振興」、「施策２９ スポー

ツ・レクリエーション活動の推進」及び「施策３０ 競技スポーツの推進」）を除いた２７施策を所管しています。 

  教育委員会が所管している２７の施策や、施策ごとの第３期計画上の主な取組（計画策定後の新たな行政課題に対応

するための取組を含む。【１】、【２】…で記載。）、令和３年度に教育委員会が実施する主な事業（○印で記載）は、以下

のとおりです。 

 

  ※ 第３期計画上の主な取組のうち、令和３年度埼玉県教育行政重点施策（５～６ページ）に関連する取組について 

   は、主な取組に、関連する重点項目の番号を記載しています。 

  ※ 第３期計画上の主な取組の【１】、【２】…と、事業名の【１】、【２】…は対応しています。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 学力・学習状況調査実施事業【一部新規】 （２３７，４１１千円） （担当：義務教育指導課） 【１】【２】 

  小・中学校等において県独自の学力・学習状況調査を実施することで、児

童生徒一人一人の学習内容の定着や学力の伸び、学習意欲等を把握し、「一

人一人の成長を促す視点」から市町村・学校への支援を充実させることによ

り、児童生徒一人一人の理解に応じた指導の一層の充実を図る。 
  また、現行の紙媒体による調査から、１人１台端末を活用したタブレット

等によるＣＢＴ（Computer-Based-Testing）調査への移行を目指し、試行調

査を実施する。 
 

○ 良い授業を見つけ！広めて！学力ＵＰ事業 【１】 （施策 17 参照） 
 
○ 成長の記録の共有・活用・研究 （担当：義務教育指導課、高校教育指導課、特別支援教育課） 【２】 
  小・中学校等で実施する学力・学習状況調査の結果などを、毎年度継続して児童生徒・保護者・学校が共有し活用

することにより、児童生徒一人一人の成長を支え、一人一人を確実に伸ばす。 
 ・ 小・中学校等での記録の共有と指導への活用の推進  
 ・ 児童生徒・保護者とともに成長の記録を共有・活用することの推進 
 ・ 高等学校段階における成長の記録の共有・活用等の研究 
   
  特別な教育的支援を必要とする幼児児童生徒については、一人一人に必要とされる教育的ニーズを正確に把握し、

長期的な視点で幼児期から学校卒業後までを通じて一貫した支援を行う。 
 ・  教育・福祉・医療・労働等の関係機関が連携して支援するための「個別の教育支援計画」の作成 
 ・  指導目標・内容・支援の方法を盛り込んだ学校における指導・支援のための「個別の指導計画」の作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策１ 一人一人の学力を伸ばす教育の推進 

【１】「埼玉県学力・学習状況調査」の実施と指導方法の改善 重点項目１-① 

【２】児童生徒一人一人を確実に伸ばす教育の実践 重点項目１-① 
【３】学習データを活用した個に応じた学びの研究 重点項目１-① 
【４】少人数指導などのきめ細かな指導の充実 
【５】小・中学校９年間を一貫した教育の推進 

＊が付された予算額は会計年度任用職員給与費を含んでいます。 

埼玉県学力・学習状況調査の実施 
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○ を活用した学びの実践研究事業 （４０， ３９千円） （担当：義務教育指導課、高校教育指導課） 【３】 

   県学力・学習状況調査の結果をはじめ、小・中・高等学校で られる な ータと を活用して、より

め かい個に応じた指導の実現を目指す。   
  ・ 県学力・学習状況調査と学校保有 ータの による  
 ・ 個に応じた指導の実 研究 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
○ 主 ・対 で い学びの実 の推進 （担当：義務教育指導課） 【１】 

  児童生徒が学習内容を 理解し、これからの に められる ・ 力

を に け、生 に た て 的に学び続けることがで るよう、「 体的・

的で い学び」の実現に けた 業 等の を活 し、「学びの

」を推進する。 

  の の一つとして、 ー レット「 体的・ 的で い学びの実現

」等を して活用を促す。                
 
 
○ を 「学び」 ジ ク  （７，２６４千円） （担当：高校教育指導課） 【１】【３】 

  調学習による生徒の「 体的・ 的で い学び」の実現に けた 業実

を通して、 解 力等を育成する。また、 調学習の学習 果を し、

教 が学び う ット ー を することで継続的な 業 を図る。 
 
○ 埼玉県 活動推進会 の  【４】 （施策 6 参照） 

   

○ ど ンターの  【４】 （施策 6 参照） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策２ 新しい に められる ・ 力の育成 

【１】「主 ・対 で い学び」の 点からの授業改善の推進 重点項目１-  

【２】指導 ・指導方法の ・改善 
【３】 校生の学習 ・学力 上の取組の推進 
【４】 活動の推進 

＊が付された予算額は会計年度任用職員給与費を含んでいます。 

主 ・対 で い学びの推進 

（ 校） 

主 ・対 で い学びの推進

（中学校） 
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○ 授業 に る取組 （担当：義務教育指導課、高校教育指導課） 【１】 
    や 理 、 、 等で、 が や の 人・ ・ 等に関する教育を行うとともに、小・

中学校においては 的な学習の で、高等学校においては 的な 究の で、 の人 の らしや 、

に関する学習活 を学校の実 に応じて行う。 
 ・ 小・中学校では、 の人 が け継いで た や に関する学習を学校の実 に応じて実施 
 ・ 高等学校では、 や に関 る学校 定 目の や県教育 作成の指導 の活用、 活 の 等 

 を通じて、 が の や の理解を める教育の推進 
 ・ 「 ・ に関する れた 業」の の ・活用を図 た教 の指導力の  

 
○ 調査活用事業のうち 

 ・ を活用した ー 事業 【１】 （施策 28 参照） 

 
○ 県 校 ー 教育 推進事業のうち  

 ー 人 の育成 

 ・ ー リー ー育成 ジ ク  （１４，７９１千円） （担当：高校教育指導課） 【２】【３】 

  による 力、 力、 理的 力等を 内研 び 学等での を通して に けさせ、 か

な を た ー ー ーの育成を図る。 

 ・埼玉と をつな リ 事業【新規】（６，５３２千円）（担当：高校教育指導課） 【２】【３】 

  学校 による と現 を せた、 ブ ッ を実施する。 

 ・ 校生 学 事業 （６，０００千円） （担当：高校教育指導課） 【２】【３】 

  期 研 の支援、 学 により 学の機 を 成する。 

 ・ な 会を生きる ー 人 育成 ジ ク  （５４０千円）（担当：高校教育指導課） 【２】【５】 

  2020 ッ ・ ッ の に けて、高校生の かな 、

、 共生の などを育成する。  

 教育の充実 

 ・ 学指導 における ス ー ー活用事業 （３ ７，２３０千円＊） 

                                    （担当：高校教育指導課） 【２】【６】 
 学指導等を行う 年の 等により、 理解教育 び 教育の ・充実を図るとともに、 レ

での を推進する。 
 ・県 校 教育改 事業 （３，４１６千円） （担当：高校教育指導課） 【２】【６】 
  学習指導要 による 教育の高度 に 応した教 研 を実施する。  
 
○ レ る教育 事業【新規】（３，５５６千円） （担当：高校教育指導課） 【２】【３】【４】【６】 
  自ら課 を し解 する ・ 力を育成するため、 者と 働しながら教 の を えて 究する生徒の育成に

する教育課 の 成に け、 レ 等の特 る教育課 の研究・ を行う。 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策３ と を 重し ー に対応する教育の推進 

【１】 と を 重する教育の推進 

【２】 ー の進 に対応する力を育む教育の推進 重点項目１-  重点項目１-  
【３】 で活 できる人 の育成 重点項目１-  重点項目１-  
【４】 な のための教育（ ）の推進 
【５】 リン ク・ リン ク教育の推進 
【６】 をはじめとした 教育の充実 重点項目１-  重点項目１-  

＊が付された予算額は会計年度任用職員給与費を含んでいます。 

 

 

○ を活用した学びの実践研究事業 （４０， ３９千円） （担当：義務教育指導課、高校教育指導課） 【３】 

   県学力・学習状況調査の結果をはじめ、小・中・高等学校で られる な ータと を活用して、より

め かい個に応じた指導の実現を目指す。   
  ・ 県学力・学習状況調査と学校保有 ータの による  
 ・ 個に応じた指導の実 研究 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
○ 主 ・対 で い学びの実 の推進 （担当：義務教育指導課） 【１】 

  児童生徒が学習内容を 理解し、これからの に められる ・ 力

を に け、生 に た て 的に学び続けることがで るよう、「 体的・

的で い学び」の実現に けた 業 等の を活 し、「学びの

」を推進する。 

  の の一つとして、 ー レット「 体的・ 的で い学びの実現

」等を して活用を促す。                
 
 
○ を 「学び」 ジ ク  （７，２６４千円） （担当：高校教育指導課） 【１】【３】 

  調学習による生徒の「 体的・ 的で い学び」の実現に けた 業実

を通して、 解 力等を育成する。また、 調学習の学習 果を し、

教 が学び う ット ー を することで継続的な 業 を図る。 
 
○ 埼玉県 活動推進会 の  【４】 （施策 6 参照） 

   

○ ど ンターの  【４】 （施策 6 参照） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策２ 新しい に められる ・ 力の育成 

【１】「主 ・対 で い学び」の 点からの授業改善の推進 重点項目１-  

【２】指導 ・指導方法の ・改善 
【３】 校生の学習 ・学力 上の取組の推進 
【４】 活動の推進 

＊が付された予算額は会計年度任用職員給与費を含んでいます。 

主 ・対 で い学びの推進 

（ 校） 

主 ・対 で い学びの推進

（中学校） 
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○ 県 学校 リン ク・ リン ク教育推進事業 （２，５７４千円）      

                        （担当：教育 課） 【５】 

  に けて ー の や 果の を通じ、 的な視 を

て の に けて で る人 を育成するため、県 学校において

ッ ・ ッ 教育を推進する。 
 ・ 教育推進校 高等学校 校、特別支援学校 校 
 
○ に り がれるレ シー 事業 （担当：義務教育指導課） 【５】 

  ー ー ッ 2019™ び 2020 ッ ・ ッ を児童生徒の成長の 機と

え、 ー への ・関 を高めたり、 の理解を めたりするための教育 を、 続 県内に

する。 
 
○ の生 を じた な学習活動推進事業 【５】 （施策 13 参照） 

 

○ 小中学校 教育推進事業 （７，４５ 千円） （担当：義務教育指導課） 【６】 

  学習指導要 の な実施に け、教 を とした研 の実施等により、小・中学校等における 教育の推進を

図る。 
 ・ 小・中学校等教 を とした指導と に関する指導実 研 等の実施   
 ・ 小・中学校等教 を とした ター ット による研 と 研 を せた指導力 のための研  
 ・ れた教 の 業に関する 等の共有 
 ・ 「 すこと」「 こと」について、小・中学校等、高等学校の 学校段階における学習 目標を意 した一 
  貫 の る指導方法の研究 市町に研究  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 主 ・対 で い学びの実 の推進 【１】 （施策 2 参照） 

 
○ を 「学び」 ジ ク  【１】 （施策 2 参照） 

 

○ をリー する 学技 人 育成事業 （７，１７ 千円） （担当：高校教育指導課） 【２】 

  で活 する 学 人 を育成するため、 学・ ・ 学・ 学等の な を した研究を行い、課

解 力を育成するとともに、 Ｔ 教育の充実を図る。 

 

○ 職業人 を育成する 校活 事業のうち 

 の職業人 育成事業 【２】 （施策 11 参照） 

 

○ 教育振興・ 事業 （１，０６３千円） （担当：義務教育指導課） 【２】 

  が実施する「 学の ニ 」の県 を実施し、 学 な生徒の を る。 

 

○ 「教育の 」基 費 【３】 （施策 21 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策４ 技 新に対応する教育の推進 

【１】「主 ・対 で い学び」の 点からの授業改善の推進（一部 ） 重点項目１-  

【２】 学技 の関 を める取組の推進 
【３】 活用 力の育成 重点項目１-  
【４】 会の な を する人 の育成 

＊が付された予算額は会計年度任用職員給与費を含んでいます。 

リン ク競技（ ）の  
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○ 活用 力育成推進事業 （ ００千円） （担当：義務教育指導課、 ＣＴ教育推進課） 【３】 

成 年 の学習指導要 で「学習の となる ・ 力」として定義された「 活用 力」を育成するに

たり、小・中学校等において、市町村教育 と連携し、 学等の支援により教 的で 年 を 通した

的 を ・実 する。 

 

○ 児童生徒の 活用 力の育成  

             （担当： ＣＴ教育推進課、義務教育指導課、高校教育指導課、特別支援教育課） 【３】 

小・中学校等での端末 や県 学校でのＢ により、１人１台端末 が実現したことから、 支援や活用

の の を行うことで、児童生徒の学習の となる ・ 力で る 活用 力の育成を図る。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 教育振興・充実事業 （７，３ ０千円） （担当：義務教育指導課） 【２】 

  幼 教 の を図るため、研 の実施 び 内研 への指導者 を行う。（ 用教 研 、中  

 教 等 研 、 教 等研究 、 幼 指導者 業など） 

 

○ 小１ 題対応 の  （１９３，７１ 千円＊） （担当：小中学校人 課） 【４】 

  的な生活習 が に いておら 、 生活に 応で ない児童などにより 業が成 しない状況（小１

ブレ ）に 応するため、小学校 138 校に を する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策５

  

人 成の基 を う 児教育の推進 

【１】 や と連 した 児教育の推進 

【２】 教 ・ 育 ・ 育教 の 力の 上 
【３】 定 ど の設 進 
【４】 児期の教育と小学校教育との円 な  
【５】 ・ 育所・ 定 ど などを活用した 育て の充実 

＊が付された予算額は会計年度任用職員給与費を含んでいます。 

 

 

 
○ 県 学校 リン ク・ リン ク教育推進事業 （２，５７４千円）      

                        （担当：教育 課） 【５】 

  に けて ー の や 果の を通じ、 的な視 を

て の に けて で る人 を育成するため、県 学校において

ッ ・ ッ 教育を推進する。 
 ・ 教育推進校 高等学校 校、特別支援学校 校 
 
○ に り がれるレ シー 事業 （担当：義務教育指導課） 【５】 

  ー ー ッ 2019™ び 2020 ッ ・ ッ を児童生徒の成長の 機と

え、 ー への ・関 を高めたり、 の理解を めたりするための教育 を、 続 県内に

する。 
 
○ の生 を じた な学習活動推進事業 【５】 （施策 13 参照） 

 

○ 小中学校 教育推進事業 （７，４５ 千円） （担当：義務教育指導課） 【６】 

  学習指導要 の な実施に け、教 を とした研 の実施等により、小・中学校等における 教育の推進を

図る。 
 ・ 小・中学校等教 を とした指導と に関する指導実 研 等の実施   
 ・ 小・中学校等教 を とした ター ット による研 と 研 を せた指導力 のための研  
 ・ れた教 の 業に関する 等の共有 
 ・ 「 すこと」「 こと」について、小・中学校等、高等学校の 学校段階における学習 目標を意 した一 
  貫 の る指導方法の研究 市町に研究  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 主 ・対 で い学びの実 の推進 【１】 （施策 2 参照） 

 
○ を 「学び」 ジ ク  【１】 （施策 2 参照） 

 

○ をリー する 学技 人 育成事業 （７，１７ 千円） （担当：高校教育指導課） 【２】 

  で活 する 学 人 を育成するため、 学・ ・ 学・ 学等の な を した研究を行い、課

解 力を育成するとともに、 Ｔ 教育の充実を図る。 

 

○ 職業人 を育成する 校活 事業のうち 

 の職業人 育成事業 【２】 （施策 11 参照） 

 

○ 教育振興・ 事業 （１，０６３千円） （担当：義務教育指導課） 【２】 

  が実施する「 学の ニ 」の県 を実施し、 学 な生徒の を る。 

 

○ 「教育の 」基 費 【３】 （施策 21 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策４ 技 新に対応する教育の推進 

【１】「主 ・対 で い学び」の 点からの授業改善の推進（一部 ） 重点項目１-  

【２】 学技 の関 を める取組の推進 
【３】 活用 力の育成 重点項目１-  
【４】 会の な を する人 の育成 

＊が付された予算額は会計年度任用職員給与費を含んでいます。 

リン ク競技（ ）の  
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○ 活動の推進 （担当：義務教育指導課、高校教育指導課） 【１】  

  ての小・中学生、高校生等が自 体 、 体 、 労・生 体 、 体 を行うなど、 ・ ・ 業・

などと連携して、 の段階に応じた な体 活 を推進する。 

 

○ 少年 んき・いきいき 活動事業 【１】 （施策 25 参照） 

 

○ をは を める 教育推進事業 （１７，９ ２千円） 

                               （担当：義務教育指導課、高校教育指導課）【３】 

  の 意 を高め、 や目標に か てた まし 生 ることがで るよう、 県独自の 教 「 の の  

 」を活用し、小・中学校等、高等学校の 教育の充実を図る。 

 ・ 「 の の 」 び 用「 の の 」、「 の の 」実 の活用 

 ・ 教育研 の実施 

 ・ 市町村の特 る 教育の の支援 

 ・ 教育研究推進 校の （小・中学校等、高等学校 計 10 校） 

 ・ 教育に係る の  

 ・ 業「 の 」 業の実施 

 ・ 「 の の 」 教 の作成 

 

○ 埼玉県 活動推進会 の  （１１７千円） （担当：生 学習推進課、 図 ） 【４】 

  、 、学校等が一体とな て の 活 を推進するため、学校、図 、 体、行 等で 成する

を する。 

 ・ 県 活 推進計画（ ）の実施状況の進行 理等 
 

○ ど ンターの  （６２２千円） （担当： 図 ） 【４】 
  の 活 に関する調査・ 、 関連 の ・ 、学校図 への 力・連携、おはなし

指導者の などを行う。  
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
○ いじめ・ 行 学校 推進事業 （１，１３６千円） （担当：生徒指導課） 【１】 

  ての学校 の生徒指導担当者が一 に する研 、学校と児童 との連携研 を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策６ かな を育む教育の推進 

【１】 活動の推進 

【２】規 る 度の育成 
【３】 教育の充実 
【４】 活動の推進（ ） 

＊が付された予算額は会計年度任用職員給与費を含んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策７ いじめ 対策の推進と生徒指導の充実 

【１】いじめ 対策の推進 重点項目２-① 

【２】教育 活動の推進 重点項目２-  
【３】生徒指導 の充実 
【４】 行・ 題行動の  
【５】 少年を有 から るための取組の推進 
【６】 ち り 策の推進 

＊が付された予算額は会計年度任用職員給与費を含んでいます。 

5 
（ ） 

をは を

める 教育推進事業 

（義務教育指導課） 

技に る 活動の  
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○ いじめを さない の 成といじめの 期 見に けた取組 

    （担当：生徒指導課、義務教育指導課、高校教育指導課、人 教育課） 【１】 

  「 県いじめの 等のための 的な方 」の を まえ、児童生徒による

いじめ に けた を推進し、 の成果を県内に する。 

  教育に係る の や 県独自の 教 「 の の 」の活用を通

して、児童生徒の 意 を高め、生 や いやりなどの かな を育 。さら

に、いじめをはじめとした人 について児童生徒が 体的に え、「 ども人

ッ ー 」として する を通して、児童生徒の かな人 を育 。 

  また、児童生徒 ートについて、学校における ート調査の 実施を

推進するとともに、学校によるいじめ 応方 を保護者へ し、 用いじめ

ッ ートの活用を推進する。 

 

○ 事業 （４，０００千円） （担当：生徒指導課） 【１】 

  学校の ト 視活 を行い、 の る 込 を 期に し、学校に 期 応を促す。 

  また、 ットト ブ 意 を県内 学校に年 12 し、児童生徒、教 、保護者の意 活 を支 

 援する。 

 

○ いじめ 校対策 事業 （９６３，７２４千円＊） （担当：生徒指導課） 【２】 

  生徒指導 の課 に 応するため、教育 体 を ・充実する。 

 ・ ー ーの  

  児童生徒の 理に関する支援を実施するため、 小・中学校等（さいたま市を 。）、県 高等学校、教育 務

、 教育 ターに  

 ・ ー ー ー ーの  

  児童生徒の福祉に関する支援を実施するため、 市町村（さいたま市・中 市を 。）、県 高等学校、教育

務 に  

 ・ 中学校 成 業 

   中学校 を する市町村（さいたま市を 。）に する 成 の  

 

○ 教育 事業のうち 

教育  （３１，３７３千円） （担当： 教育 ター、生徒指導課） 【２】 

   いじめ・ 校等の を えた児童生徒や保護者のため、 を毎 24 実施し、 の解 を図る。 

 

○ を活用した教育 事業 （２７，３２７千円） （担当：生徒指導課、 教育 ター）【２】 

  を活用した を し、県内の中学生・高校生が える な や 等に 応する。 

 ・  さいたま市 学校を 県内 ・ ・ 中高生（ 330,000 人） 

・ 実施期  （通年） 

・ 実施  （ を ） 

 

○ 学校における ンタ スリ シーの 上に けた教育の充実 （担当：生徒指導課、保 体育課） 【２】 

 ら る生徒指導 の 課 の に けて、児童生徒の の 調を 期 、 期 応し必要な支援につな 

るための校内体 の充実・ を図る。 

 

○ 学 の改善のための の  （３０，２３７千円＊） （担当：小中学校人 課） 【３】 

  「学 がうま 機 しない状況」を ・ するとともに学 の充実を図るため、 教 等を小学校に

として する。 

 
 
 
 
 
 
 

のための 

用リー レ  

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 活動の推進 （担当：義務教育指導課、高校教育指導課） 【１】  

  ての小・中学生、高校生等が自 体 、 体 、 労・生 体 、 体 を行うなど、 ・ ・ 業・

などと連携して、 の段階に応じた な体 活 を推進する。 

 

○ 少年 んき・いきいき 活動事業 【１】 （施策 25 参照） 

 

○ をは を める 教育推進事業 （１７，９ ２千円） 

                               （担当：義務教育指導課、高校教育指導課）【３】 

  の 意 を高め、 や目標に か てた まし 生 ることがで るよう、 県独自の 教 「 の の  

 」を活用し、小・中学校等、高等学校の 教育の充実を図る。 

 ・ 「 の の 」 び 用「 の の 」、「 の の 」実 の活用 

 ・ 教育研 の実施 

 ・ 市町村の特 る 教育の の支援 

 ・ 教育研究推進 校の （小・中学校等、高等学校 計 10 校） 

 ・ 教育に係る の  

 ・ 業「 の 」 業の実施 

 ・ 「 の の 」 教 の作成 

 

○ 埼玉県 活動推進会 の  （１１７千円） （担当：生 学習推進課、 図 ） 【４】 

  、 、学校等が一体とな て の 活 を推進するため、学校、図 、 体、行 等で 成する

を する。 

 ・ 県 活 推進計画（ ）の実施状況の進行 理等 
 

○ ど ンターの  （６２２千円） （担当： 図 ） 【４】 
  の 活 に関する調査・ 、 関連 の ・ 、学校図 への 力・連携、おはなし

指導者の などを行う。  
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
○ いじめ・ 行 学校 推進事業 （１，１３６千円） （担当：生徒指導課） 【１】 

  ての学校 の生徒指導担当者が一 に する研 、学校と児童 との連携研 を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策６ かな を育む教育の推進 

【１】 活動の推進 

【２】規 る 度の育成 
【３】 教育の充実 
【４】 活動の推進（ ） 

＊が付された予算額は会計年度任用職員給与費を含んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策７ いじめ 対策の推進と生徒指導の充実 

【１】いじめ 対策の推進 重点項目２-① 

【２】教育 活動の推進 重点項目２-  
【３】生徒指導 の充実 
【４】 行・ 題行動の  
【５】 少年を有 から るための取組の推進 
【６】 ち り 策の推進 

＊が付された予算額は会計年度任用職員給与費を含んでいます。 

5 
（ ） 

をは を

める 教育推進事業 

（義務教育指導課） 

技に る 活動の  
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○ 学校 教育推進費のうち 

 用 教育関  【４】 （施策 9 参照） 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 人 育成指導 の 成 （９３千円） （担当：人 教育課） 【２】 

  いじめ、 などの人 に係る を解 するためには、児童生徒の人 を育成する必要が ることから、「人

育成 」を活用した実 がで る指導者を 校に するための研 を実施する。 

  また、「人 （学校教育 ） 」の を図る。 

 
○ 人 教育 事業 （１，３ ０千円） （担当：人 教育課） 【３】 

  人 教育 推進 び人 教育研究指定校を し、人 教育の実 的な研究を行う。 

  

○ の を 重した教育推進事業【新規】 （２，０６２千円）  

                        （担当：人 教育課） 【４】 

  の の に関する児童生徒の理解を めるため、児童生徒の 段階

に応じた「小学生（ ・ 年生） 」と「中学・高校生 」の を 児童

生徒（さいたま市を 。）に し、 業等で活用する。また、 行 の

学習 として活用する。 

  的指 や 自 などに を える児童生徒に り た 体 を目指し、

当 者、有 者等による を実施する。 

 

○ 児童 のための教育と の推進事業 （１，１７０千円）  

                        （担当：人 教育課） 【５】 

  の課 とな ている児童 に 応するため、教 等を とした 期

・ 期 応等の研 を実施し、校内体 の と校内研 の充実を図る。 

  また、 を けた児童生徒への 果的な支援の り方に関する研 を実施

し、児童 護施 等との連携を めるとともに、児童 に関する保護者 け

を作成し、 や への を行うなど、児童 の推進を図

る。 

 

○ 県 学校における児童 対応 （担当：人 教育課） 【５】 

 ・ 県 学校で児童 が た に 共有を図り、学校と連携した 応に めるとともに、 学校での 状 

  況に応じた ・ などの支援を行う。 

 ・ 児童 の 応に係る を作成し、 学校の児童 に 応する力の を図る。 

 

本部との連 事業 

○ 行 教 の実施 

  県 の 行 指導 「 お ら」や ー ・ ーター等、 の を学校等へ して、

行 教 を実施する。 

（教育 の連携担当課：生徒指導課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策  人 を 重した教育の推進 

【１】人 教育の推進 

【２】人 教育の学習 ・指導方法の ・改善 
【３】人 題を主 に 行動する児童生徒の育成 
【４】 な人 課題に対応した教育の充実 重点項目２-  
【５】 から を る取組の推進 

＊が付された予算額は会計年度任用職員給与費を含んでいます。 

の の 重に る 

教職員用リー レ  
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○ 学校 教育推進費のうち 

 育の 及 、 レ ー・ シー対応関  （２，６９４千円） 

                                       （担当：保 体育課） 【１】【４】 

    児童生徒が ましい 習 を に けられるよう、学校 を「生 た教 」  

 として活用するための教 研 を実施するとともに、 業研究 等におい 

 て、 果的な推進方法の や を行うことにより市町村を支援する。 

  「 の 学校 研究 」を し、 の活用促進や 教 の実  

 を行う。 

  児童生徒の レ ー・ ーに 応するため、教 を  

 に な の を目的とする研 を実施する。 

 に関する指導 及推進関  （６２ 千円） （担当：保 体育課） 【２】 

  児童生徒の の段階に応じた、 果的な に関する指導の推進を図る。 

 ・ に関する指導課 解 の  

 ・ 「 に関する指導」指導者研 や 業研究 の  

 用 教育関  （２２９千円） （担当：保 体育課） 【３】 

  ・ ッ などの の を り れた 用 教育に り 。 

 ・ 教 と 指導者の指導力 のための研 の実施 

 ・ を活用するなど「 用 教 」の充実 

 

○ 学校 事業（がん教育 事業） （１，４ ４千円） （担当：保 体育課） 【１】 

  がんに する正しい とがん 者に する正しい び の さに する理解を めるため、がん教育に関

する を実施する。 

 ・ 県がん教育推進連 の  

 ・ がん教育指導者研 、がん教育 指導者研 び 業研究 の実施  

 

○ ましい生活習 を たちに に付けるための取組 （担当：保 体育課） 【４】【５】 

  県中 等と連携し、保護者 け 育推進 ー レットを、県内 小学校１、 年生、中学校１、 年生

等の に する。 

  また、定期 などの結果を まえ、必要に応じて 護教 、学校医等による保 ・保 指導を実施する。 

 

○ 児童生徒のための 力 上推進事業のうち 

 力課題 研究指定校 （担当：保 体育課） 【５】 

  体力課 解 研究指定校（ 年 の研究指定）において 習 を めた生活習 の を図る を研究実 す

る。また、 の成果を「 県体力 ー 」において 県に する。 

 「生活習 シー 」の活用 （担当：保 体育課） 【５】 

  生活習 の を図ることを目的に、「生活習 ート」により との連携を推進し、 的な生活習 の確

を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策９ の 進 

【１】学校 の充実 

【２】 ・ ・ に関する知 の 及 と に関する指導の推進 
【３】 用 教育の推進 
【４】 育の推進 重点項目３-① 
【５】基本 な生活習 の確 に けた  重点項目３-① 

＊が付された予算額は会計年度任用職員給与費を含んでいます。 

を した り 

 

 

○ 学校 教育推進費のうち 

 用 教育関  【４】 （施策 9 参照） 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 人 育成指導 の 成 （９３千円） （担当：人 教育課） 【２】 

  いじめ、 などの人 に係る を解 するためには、児童生徒の人 を育成する必要が ることから、「人

育成 」を活用した実 がで る指導者を 校に するための研 を実施する。 

  また、「人 （学校教育 ） 」の を図る。 

 
○ 人 教育 事業 （１，３ ０千円） （担当：人 教育課） 【３】 

  人 教育 推進 び人 教育研究指定校を し、人 教育の実 的な研究を行う。 

  

○ の を 重した教育推進事業【新規】 （２，０６２千円）  

                        （担当：人 教育課） 【４】 

  の の に関する児童生徒の理解を めるため、児童生徒の 段階

に応じた「小学生（ ・ 年生） 」と「中学・高校生 」の を 児童

生徒（さいたま市を 。）に し、 業等で活用する。また、 行 の

学習 として活用する。 

  的指 や 自 などに を える児童生徒に り た 体 を目指し、

当 者、有 者等による を実施する。 

 

○ 児童 のための教育と の推進事業 （１，１７０千円）  

                        （担当：人 教育課） 【５】 

  の課 とな ている児童 に 応するため、教 等を とした 期

・ 期 応等の研 を実施し、校内体 の と校内研 の充実を図る。 

  また、 を けた児童生徒への 果的な支援の り方に関する研 を実施

し、児童 護施 等との連携を めるとともに、児童 に関する保護者 け

を作成し、 や への を行うなど、児童 の推進を図

る。 

 

○ 県 学校における児童 対応 （担当：人 教育課） 【５】 

 ・ 県 学校で児童 が た に 共有を図り、学校と連携した 応に めるとともに、 学校での 状 

  況に応じた ・ などの支援を行う。 

 ・ 児童 の 応に係る を作成し、 学校の児童 に 応する力の を図る。 

 

本部との連 事業 

○ 行 教 の実施 

  県 の 行 指導 「 お ら」や ー ・ ーター等、 の を学校等へ して、

行 教 を実施する。 

（教育 の連携担当課：生徒指導課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策  人 を 重した教育の推進 

【１】人 教育の推進 

【２】人 教育の学習 ・指導方法の ・改善 
【３】人 題を主 に 行動する児童生徒の育成 
【４】 な人 課題に対応した教育の充実 重点項目２-  
【５】 から を る取組の推進 

＊が付された予算額は会計年度任用職員給与費を含んでいます。 

の の 重に る 

教職員用リー レ  
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○ 児童生徒のための 力 上推進事業のうち 

 新 力 ス の実施（年１ ） （担当：保 体育課） 【１】 

  自 の体力を理解させ、自ら の 進・体力の を図ることがで るようにする

とともに、教 が児童生徒の体力の実 を把握し、体育指導に生かす とする。 

 力 ー シー の活用の推進 （担当：保 体育課） 【１】 

  体力 トの結果を けた体力 ー ート等を活用し、一人一人が自

の体力の状況を ることで、生活習 や 習 の を図ることがで るようにす

る。 

  また、体育 業 のための として活用し、個 の体力課 に応じた 業実 に

つな る。 

 成長の記録の共有・活用・研究 （担当：保 体育課） 【１】  

  小・中学校で実施する 体力 トの結果を、小学校段階から毎年度継続して児童生徒・保護者・学校が共有し活用

することにより、児童生徒の成長を支え、一人一人を確実に伸ばす。 

  体力課 解 研究指定校においては、体力 ー ートの活用方法について研究し、成果の た を県内

に する。 

 

○ 学校 育実技指導研 事業 （２，４５９千円） （担当：保 体育課） 【２】 

  県内小・中学校、高等学校、特別支援学校の教 を に、体育的活 における や 果的で な 業を実

するための研 や 習 を し、教 の を図る。 

 

○ 動部活動 ・関 会 事業のうち 

 動部活動指導 研 事業 （１，９ ２千円） （担当：保 体育課） 【２】【３】 

  ー の 力に れることがで る 活 の充実を図るため、 人 を活用し、生徒が生 に た て か

な ー を実現するための 力を育 とともに、指導者の 習 を実施し、 活 の を図る。 

 

○ 動 きな児童生徒の育成 （９４１千円） （担当：保 体育課） 【３】 

生 に た て の を保 進し、 かな ー を実現、継続するために、体育、保 体育 業 び

体育的活 を通して、 な児童生徒を育成する。 

 ・ な児童生徒育成のための の  

 ・ の意 等を まえた 業実 び 作成 

 

○ 埼玉県の部活動の り方に関する方  （担当：保 体育課） 【５】 

  生徒が生 に た て かな生活を実現する ・ 力を育 として 活 を 続 なものとするため、生徒

にと て ましい ー を する 点に 、 、学校、 目等に応じた な で に実施される

ことを目指す。 

 ・ な 、活 の 定  

   当たり の （ １ 、 び １ ）を 定する。 

   １ の活 は、 度、 業 度とする。 

 ・ 「 県の 活 の り方に関する方 」に り、 な指導の実施について し、 理的でかつ 的・ 

  果的な活 を推進 

 

○ 部活動指導員の活用 【５】 （施策 18 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 10 力の 上と学校 育活動の推進 

【１】児童生徒の 力の 上 重点項目３-  重点項目３-  

【２】 育 活動の充実 
【３】生 に たる かなスポーツ を実 する の育成 
【４】 リン ク・ リン ク教育の推進（ ） 
【５】 な 動部活動の  

＊が付された予算額は会計年度任用職員給与費を含んでいます。 

育授業「 の 動 び」 
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○ 進 指導・ リ 教育研究 会 （１０１千円） （担当：義務教育指導課） 【１】 

  ましい進 指導・ 教育の充実を図るため、「 県中学校進 指導・ 教育指導 」を活用し、

中学校と高等学校との連携を にし、 な 続を目指すとともに進 指導・ 教育 の 課 の解 に する。 

 ・ 進 指導・ 教育研究 の  

 
○ 県 校 リ 教育 推進事業 （１０， ７４千円） （担当：高校教育指導課） 【１】 

  業 等と連携した 教育、 指導を実施することで、働 ことについての意 け、働 続ける意欲を育

成する。また、 業等で を んだ 的な を有する 人を 支援 ーとして県 高等学校に

するとともに、 業 者と生徒・保護者・教 が する を実施することにより生徒の ましい 労 ・ 業

を育成する。 

 

○ 小・中学校 における 業 と連 した職  （担当：義務教育指導課） 【１】【３】 

  児童生徒の の段階に応じ、学校の教育活 体を通じた体 的・ 的な 教育を推進し、一人一人の

ましい 労 、 業 を育てる教育の充実を図り、 体 等を行う小・中学校等を支援する。 

 

○ と 会参 を目指す 学校 推進事業 【２】 （施策 13 参照） 

 

○ 職業人 を育成する 校活 事業のうち 

 の職業人 育成事業 （２４， １３千円） （担当：高校教育指導課） 【３】【４】 

  高校 び 学 高校において、 の 業 を担う高度 業人 を育成す

るため、 の 業・ や研究機関等と連携した実 的な 業教育を行い、 的

な や 、 を習 させるとともに、 や を行う。 

 業教育 埼玉 会【新規】 （３４，３００千円）  

                          （担当：高校教育指導課） 【４】 

  業教育の充実・ を図るため、 高校生等が の学習成果を する「 業教育 」を

し、 高校の 力的な教育内容を する。 

 スター・ スクー 事業【新規】 （１ ，０００千円） （担当：高校教育指導課） 【４】 

  を担う 業人 を育成するために、 高校と 業・ 業 が一体とな て 業教育 の研究・

に り 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 11 リ 教育・職業教育の推進 

【１】小・中学校、 学校における ・ な リ 教育・職業教育の推進 重点項目５-① 

【２】 の る たちの と 会参 を目指した リ 教育・職業教育の推進 
【３】 業 と連 した職 活動などの充実 
【４】 校における 業教育の推進 重点項目５-  
【５】 校 点校の  
【６】 業や ・ ・ などを る 人 の育成 

＊が付された予算額は会計年度任用職員給与費を含んでいます。 

業教育 に関する 

ン ン生徒実行委員会 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
○ 児童生徒のための 力 上推進事業のうち 

 新 力 ス の実施（年１ ） （担当：保 体育課） 【１】 

  自 の体力を理解させ、自ら の 進・体力の を図ることがで るようにする

とともに、教 が児童生徒の体力の実 を把握し、体育指導に生かす とする。 

 力 ー シー の活用の推進 （担当：保 体育課） 【１】 

  体力 トの結果を けた体力 ー ート等を活用し、一人一人が自

の体力の状況を ることで、生活習 や 習 の を図ることがで るようにす

る。 

  また、体育 業 のための として活用し、個 の体力課 に応じた 業実 に

つな る。 

 成長の記録の共有・活用・研究 （担当：保 体育課） 【１】  

  小・中学校で実施する 体力 トの結果を、小学校段階から毎年度継続して児童生徒・保護者・学校が共有し活用

することにより、児童生徒の成長を支え、一人一人を確実に伸ばす。 

  体力課 解 研究指定校においては、体力 ー ートの活用方法について研究し、成果の た を県内

に する。 

 

○ 学校 育実技指導研 事業 （２，４５９千円） （担当：保 体育課） 【２】 

  県内小・中学校、高等学校、特別支援学校の教 を に、体育的活 における や 果的で な 業を実

するための研 や 習 を し、教 の を図る。 

 

○ 動部活動 ・関 会 事業のうち 

 動部活動指導 研 事業 （１，９ ２千円） （担当：保 体育課） 【２】【３】 

  ー の 力に れることがで る 活 の充実を図るため、 人 を活用し、生徒が生 に た て か

な ー を実現するための 力を育 とともに、指導者の 習 を実施し、 活 の を図る。 

 

○ 動 きな児童生徒の育成 （９４１千円） （担当：保 体育課） 【３】 

生 に た て の を保 進し、 かな ー を実現、継続するために、体育、保 体育 業 び

体育的活 を通して、 な児童生徒を育成する。 

 ・ な児童生徒育成のための の  

 ・ の意 等を まえた 業実 び 作成 

 

○ 埼玉県の部活動の り方に関する方  （担当：保 体育課） 【５】 

  生徒が生 に た て かな生活を実現する ・ 力を育 として 活 を 続 なものとするため、生徒

にと て ましい ー を する 点に 、 、学校、 目等に応じた な で に実施される

ことを目指す。 

 ・ な 、活 の 定  

   当たり の （ １ 、 び １ ）を 定する。 

   １ の活 は、 度、 業 度とする。 

 ・ 「 県の 活 の り方に関する方 」に り、 な指導の実施について し、 理的でかつ 的・ 

  果的な活 を推進 

 

○ 部活動指導員の活用 【５】 （施策 18 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 10 力の 上と学校 育活動の推進 

【１】児童生徒の 力の 上 重点項目３-  重点項目３-  

【２】 育 活動の充実 
【３】生 に たる かなスポーツ を実 する の育成 
【４】 リン ク・ リン ク教育の推進（ ） 
【５】 な 動部活動の  

＊が付された予算額は会計年度任用職員給与費を含んでいます。 

育授業「 の 動 び」 
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○ 校生の「 力」育成 ジ ク 【一部新規】 （２０ ，２４５千円） 

                                  （担当：高校教育指導課、 務課） 【４】 

  や 、 レ を つ 業の担い を育成するため、 業高校において、実習 を する

とともに、 業生 理（ ）を実 し、 的に通用する の や 2020 ッ ・

ッ における を目指す。 

  また、 業用 ＣＴ機 の活用等による に 応した 業教育を実 することで、 業高校生の ・ 業意欲を

高める。 

  たな の の研究や 特 の を行う。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 主 教育、 費 教育 の推進  （担当：高校教育指導課、義務教育指導課） 【１】【２】 

 ・ 者教育の  

   が作成した 教 「 た が の 」を活用した実 等を研究し することで、 者教育の一 

  層の充実を図る。また、 者教育の指導 を め共有を図るとともに、指導 による 指導の に活用 を 

  すなど、 者教育の一層の推進を図る。 

 ・ 教育の  

   に関する指導内容を 記した学習指導要 の着実な実施を図る。また、 教育の充実のため、 教育推進 

  や 務 などの関係機関と連携し、学校で活用で る 等の を行う。 

 ・ 者教育の  

   小・中学校等については、指導・ 等の活用を促し、学習指導要 の着実な実施を図る。また、行 と学校 

  の担当者が するとともに、学校で活用で る 等の を行う。 

   高等学校については、学校教育活 の中に計画的に 者教育を け、教 の連携や の 果的な活用  

  により、自 した 者として 体的に し行 で る力を育成する。 

 

○ 教育 ンター 所における 教育に関する取組 （担当：高校教育指導課） 【３】 

  ・ に 応で る人 の育成を目指して、小・中学生、高校生の体 活 や教 研 について 学、

県 学 ターと連携して り 、 教育を推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 12 主 に 会の 成に参画する力の育成 

【１】主 教育の推進 

【２】 費 教育の推進 
【３】 教育の推進 
【４】 な のための教育（ ）の推進（ ） 
【５】 な人 と する力の育成 

＊が付された予算額は会計年度任用職員給与費を含んでいます。 
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○ と 会参 を目指す 学校 事業【一部新規】 （２，９５７，６６７千円） 

                                    （担当：特別支援教育課） 【１】 

  特別支援学校に する児童生徒の に 応するための教

育 の 充実を図る。 

 ・ 県 特別支援学校（ ）の （ ）（ 年 

  度 校） 

 ・ 高校内 校（ ）、 高校内 校（ ） び

高校内 校（ ）の （ ）（ 年度 校） 

・ 高校内 校（ ）、 高校内 校（ ） び 

 高校内 校（ ）の （ 計）（ 年度 校） 

 ・ 特別支援学校の教育 の  

 

○ 共生 会の 成に けた 教育推進事業 （２６，４９１千円） 

                    （担当：特別支援教育課、高校教育指導課、義務教育指導課） 【１】【４】 

  「 ー ブ教育 の 」に け、 の る と のない が共に学 ことを するととも

に、教育的ニーズに応じた な学びの を する。 

 ・ 支援 

   れ目のない支援体 の に けた研 の実施 

 ・ 小学校 学 における支援体  

   福祉 との連携、 学支援担当者の の  

 ・ 小・中学校等における支援体 の  

   特別支援教育推進 を活用した 支援 

 ・ 高等学校における支援体 の  

   理 等の を活用した 支援 

 ・ 特別支援学校による支援体 の充実  

   ター的機 の 、特別支援学校教 保

有 の  

 ・ 人 育成・指導力  

   研 の充実、教 の ・指導力の  

 ・ 連携支援の充実 

   人 の活用等による特別支援教育推進のための連携支援体 り 

   （ の育成・活用、県 のつどいの ）            

 

○ 県 校教育 事業 （５４，４０４千円＊） （担当：高校教育指導課） 【１】 

  ー ー 教育の理 に 、 の る生徒が ・ な学校生活を れるよう県 高等学校にお

ける教育 の を行う。 

  また、指定校において通 指導の実施、教 等の を行い、 な指導体 の り方を研究する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 13 の る の ・指導の充実 

【１】共生 会を目指した「 な学びの 」の充実 重点項目４-① 重点項目４-  
【２】 学校教 状の取 進 
【３】 用の推進 重点項目６-① 
【４】小・中学校、 学校などにおける 教育の  重点項目４-  
【５】 の る たちの と 会参 を目指した リ 教育・職業教育の推進（ ） 
【６】 の る たちの生 学習の推進 

＊が付された予算額は会計年度任用職員給与費を含んでいます。 

県 部 学校（ ） ージ  

 

 

○ 校生の「 力」育成 ジ ク 【一部新規】 （２０ ，２４５千円） 

                                  （担当：高校教育指導課、 務課） 【４】 

  や 、 レ を つ 業の担い を育成するため、 業高校において、実習 を する

とともに、 業生 理（ ）を実 し、 的に通用する の や 2020 ッ ・

ッ における を目指す。 

  また、 業用 ＣＴ機 の活用等による に 応した 業教育を実 することで、 業高校生の ・ 業意欲を

高める。 

  たな の の研究や 特 の を行う。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 主 教育、 費 教育 の推進  （担当：高校教育指導課、義務教育指導課） 【１】【２】 

 ・ 者教育の  

   が作成した 教 「 た が の 」を活用した実 等を研究し することで、 者教育の一 

  層の充実を図る。また、 者教育の指導 を め共有を図るとともに、指導 による 指導の に活用 を 

  すなど、 者教育の一層の推進を図る。 

 ・ 教育の  

   に関する指導内容を 記した学習指導要 の着実な実施を図る。また、 教育の充実のため、 教育推進 

  や 務 などの関係機関と連携し、学校で活用で る 等の を行う。 

 ・ 者教育の  

   小・中学校等については、指導・ 等の活用を促し、学習指導要 の着実な実施を図る。また、行 と学校 

  の担当者が するとともに、学校で活用で る 等の を行う。 

   高等学校については、学校教育活 の中に計画的に 者教育を け、教 の連携や の 果的な活用  

  により、自 した 者として 体的に し行 で る力を育成する。 

 

○ 教育 ンター 所における 教育に関する取組 （担当：高校教育指導課） 【３】 

  ・ に 応で る人 の育成を目指して、小・中学生、高校生の体 活 や教 研 について 学、

県 学 ターと連携して り 、 教育を推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 12 主 に 会の 成に参画する力の育成 

【１】主 教育の推進 

【２】 費 教育の推進 
【３】 教育の推進 
【４】 な のための教育（ ）の推進（ ） 
【５】 な人 と する力の育成 

＊が付された予算額は会計年度任用職員給与費を含んでいます。 
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○ 学校 事業 （４，４６ 千円） （担当：特別支援教育課） 【１】 

  特別支援学校に通学する医療的 が必要な幼児児童生徒に して、 医 び 医の指導 の 、 護

を有する教 や一定の研 を した教 が医療的 を行うことにより、幼児児童生徒が して学習で る

りを進める。 

 

○ 用 に る 用 （担当： 務課、県 学校人 課、小中学校人 課、教 用課） 【３】 

  者を とした教 の 、 用 試 の ・ や、 の る教 の に けた を図る。 

   

○ 用推進事業 （ ７，６９９千円＊） （担当： 務課、県 学校人 課、小中学校人 課） 【３】 

  教育 課 び県 学校、小・中学校において 務 等を行う の る 計年度 用 を 用して、 者

の働 を するとともに、 ートする支援 を するなど、 者が働 やすい を する。 

 

○ と 会参 を目指す 学校 推進事業 （１０５，２ ６千円＊） 

                                      （担当：特別支援教育課） 【５】 

  特別支援学校高等 の 業 労を する ての生徒の進 実現のため 的な 労支援の充実を図る。  

 ・ 教育 内において特別支援学校卒業生等 24 を 用し、一 労 び 者 用促進に けた を実施     

  （「 ー か か」として、 （県 ）と （ 教育 ター）の 点で ）  

 ・ 業のニーズを まえた 業教育の推進                               

 ・ 教 への 業研 の実施、 労支援 ーによる指導 等 

 

○ の る たちの ス ー 会を生き 力を育む 事業 【５】 （施策 21 参照） 

 

○ の生 を じた な学習活動推進事業 （１，２２６千円） （担当：特別支援教育課） 【６】 

  特別支援学校において、 ー や 活 に し 機 を充実させ、 者の生 を通じた な学習活 のため

の 台 りを推進する。 

 ・ 等による児童生徒への 業 

 ・ による児童生徒への 業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

○ いじめ 校対策 事業 【１】【２】 （施策７参照） 

 

○ 教育 事業のうち 

 教育  【１】【２】 （施策７参照） 

 

○ を活用した教育 事業 【１】【２】 （施策７参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 14 校児童生徒・ 校中 学 の  

【１】教育 活動の推進（ ） 重点項目２-  重点項目４-  

【２】 校の の推進 重点項目４-  
【３】 校児童生徒の教育 会の確  重点項目４-  
【４】 に応 る学習 会の  重点項目４-  
【５】 校中 学 対策の推進 重点項目４-  
【６】 校中 学 の 会 に けた  重点項目４-  

＊が付された予算額は会計年度任用職員給与費を含んでいます。 

－ 21－



 

 

○ 間 との連   （担当：生徒指導課） 【３】 

  校の を つ の や 体等を 成 とする「 連携 」を定期的に実施し、 を行うとともに、

当 と連携し、「保護者や教 のための 校 ー」を し、 校児童生徒や の保護者への支援に関す

る を する。また、 年度に たに した「 た と の保護者のための 校支援 ト」の 内

容を充実させ、 校児童生徒への理解定着や支援に関する に める。 

 

○ 課題を る生徒のための学習 ンのうち 

 学習 ポーターの  【５】 （施策 16 参照） 

 

○ の な人 との連 に る 校生 事業 （２９，３０３千円） （担当：生徒指導課） 【５】【６】 

  「 者 ート ー 」と連携して、 的自 を促す を実施し、中 学の を図る。 

  また、 業を通して、生徒と ート ー との関係 を し、中 学や卒業後に 業で ない で

も、 れ目な 支援で る体 を する。 

 ・ 生徒の特 把握 

 ・ ー トレーニ  

 ・ 体 活  

 ・ 中 学を えている者等への ー ッ 体 の充実 

 
 
 
 
 
 
 

○ 埼玉県 学校 学のための給付 事業 （１，４０５，４６０千円） （担当： 務課） 【１】  

  教 などの 業 の教育 担を し、 高校生等の 学を支援するため、 を に

を支 する。 

 

○ 埼玉県 学校 学 事業 （７５１，２２ 千円＊） （担当： 務課） 【１】  

  的理 により 学が な高校生等に して 学 を する。 

 ・  

   年度 校生 け 5,700 人 

   年度 学生 け 1,800 人 

 

○ 「 を生き 人 育成」学力 スク 事業  （担当：義務教育指導課） 【２】 

  の 状況などから学力に課 を える児童の学力の を図るため、学校における教育的支援の方法を研究・

実 する。 

  ・ 業内 の学習支援などの を実施 

 

○ 課題を る生徒のための学習 ンのうち 

 学習 ポーターの  【２】 （施策 16 参照）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 15 に な の  

【１】 学に対する  

【２】学校における学力 と関 関との連 の推進 
 

＊が付された予算額は会計年度任用職員給与費を含んでいます。 

 

 

○ 学校 事業 （４，４６ 千円） （担当：特別支援教育課） 【１】 

  特別支援学校に通学する医療的 が必要な幼児児童生徒に して、 医 び 医の指導 の 、 護

を有する教 や一定の研 を した教 が医療的 を行うことにより、幼児児童生徒が して学習で る

りを進める。 

 

○ 用 に る 用 （担当： 務課、県 学校人 課、小中学校人 課、教 用課） 【３】 

  者を とした教 の 、 用 試 の ・ や、 の る教 の に けた を図る。 

   

○ 用推進事業 （ ７，６９９千円＊） （担当： 務課、県 学校人 課、小中学校人 課） 【３】 

  教育 課 び県 学校、小・中学校において 務 等を行う の る 計年度 用 を 用して、 者

の働 を するとともに、 ートする支援 を するなど、 者が働 やすい を する。 

 

○ と 会参 を目指す 学校 推進事業 （１０５，２ ６千円＊） 

                                      （担当：特別支援教育課） 【５】 

  特別支援学校高等 の 業 労を する ての生徒の進 実現のため 的な 労支援の充実を図る。  

 ・ 教育 内において特別支援学校卒業生等 24 を 用し、一 労 び 者 用促進に けた を実施     

  （「 ー か か」として、 （県 ）と （ 教育 ター）の 点で ）  

 ・ 業のニーズを まえた 業教育の推進                               

 ・ 教 への 業研 の実施、 労支援 ーによる指導 等 

 

○ の る たちの ス ー 会を生き 力を育む 事業 【５】 （施策 21 参照） 

 

○ の生 を じた な学習活動推進事業 （１，２２６千円） （担当：特別支援教育課） 【６】 

  特別支援学校において、 ー や 活 に し 機 を充実させ、 者の生 を通じた な学習活 のため

の 台 りを推進する。 

 ・ 等による児童生徒への 業 

 ・ による児童生徒への 業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

○ いじめ 校対策 事業 【１】【２】 （施策７参照） 

 

○ 教育 事業のうち 

 教育  【１】【２】 （施策７参照） 

 

○ を活用した教育 事業 【１】【２】 （施策７参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 14 校児童生徒・ 校中 学 の  

【１】教育 活動の推進（ ） 重点項目２-  重点項目４-  

【２】 校の の推進 重点項目４-  
【３】 校児童生徒の教育 会の確  重点項目４-  
【４】 に応 る学習 会の  重点項目４-  
【５】 校中 学 対策の推進 重点項目４-  
【６】 校中 学 の 会 に けた  重点項目４-  

＊が付された予算額は会計年度任用職員給与費を含んでいます。 
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○ 課題を る生徒のための学習 ン （６１，３０２千円） （担当：高校教育指導課） 【１】【４】 

  指導が必要な生徒が する高等学校に 共生推進 を し、 に する学校生活の 解

を図り、学習 を する。また、 学力に課 を えた高校生を として、 学生等を学習 ーターとし

て活用し、義務教育段階の学習内容の学び しを進める。 

 ・ 共生推進 の 、 機の 等による通 支援 
 ・ 学習 ーターの  

 

○ 児童生徒 の教育充実・ ポー 事業 （３，１ ７千円＊） （担当：義務教育指導課） 【１】 
  に する 業等で働 保護者や の び県内に する ・ 人児童生徒や の保護者を に、学

習 や学校生活 での支援体 の充実を図る。 

 ・ 支援 ーや の学校等への  

 ・ （ ト 、 、中 、 ）によるニ ー レターの 行 

 ・ 指導研 の実施（ ） 100 人（ 定） 

 

○ 「 を生き 人 育成」学力 スク 事業 【４】 （施策 15 参照） 

 

○ 課後 教 推進事業 【４】 （施策 24 参照）  

 

○ 学校における ン ー 事業【新規】 （１，４３９千円） （担当：人 教育課） 【５】 

  児童生徒 び学校関係者等の ーに関する を めるとともに、福祉 と連携し、 な支援につな

る を する。 

 ・ ーや 等を とする び福祉 と教育 の による で 成する「  

  ー ート （ Ｃ Ｃ）」（ 業）の実施 

 

○ いじめ 校対策 事業 【５】 （施策７参照） 

 

○ 教育 事業のうち 

 教育  【５】 （施策７参照） 

 

○ を活用した教育 事業 【５】 （施策７参照） 

 

○ の を 重した教育推進事業【新規】 【５】 （施策 参照） 

 

○ 児童 のための教育と の推進事業 【５】 （施策 参照） 

 

○ 県 学校における児童 対応 【５】 （施策 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 16 一人一人の状況に応じた  

【１】 本 指導が な児童生徒 の教育  重点項目４-  

【２】 教育に課題を る の  
【３】中学校 間学 の  
【４】学力に課題の る児童生徒 の教育  
【５】児童生徒の る な課題 の  重点項目２-  重点項目４-  

＊が付された予算額は会計年度任用職員給与費を含んでいます。 
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○ 用 における れた教員の確 （教員 用 事業） （２２，３５４千円） 

                                      （担当：教 用課） 【１】 

  教 の 者が している中で、学校教育の の を図るため、 用 試 の ・ などにより、

な人 を確保する。 

 ・ の 者を するため、教 を実施 

 ・ 人 視の 用 試 の実施 

 

○ 埼玉 ー ー レ ジ連 事業 （９，２０７千円） （担当：小中学校人 課） 【１】 

   小学校教 を目指す 学 年生等を に、 学と連携して「 教 成 ー」を する。小学校での学校

体 実習や 等による 義・ 習、 教育施 等での 体 活 を行うことにより、 、 の教

育を担う教 として活 で る人 を 成する。   

 

○ 教職員の研 に る の 上 （教職員研 事業 ） （ ０，６ ３千円）         

             （担当：高校教育指導課、義務教育指導課） 【２】 

   教 の視 の や意 の 、教 、生徒指導、学 等における指

導力の を図るため、実 的な研 を実施する。（年 者研 、 理

研 、特定研 、 研 、長期 研 ） 

 

○ 教員の 活用指導力の 上 

           （担当： ＣＴ教育推進課、 教育 ター） 【２】 

  小・中学校等での端末 や県 学校でのＢ により、１人１台端末 が実現したことから、年 研 や特 

 定研 の実施、県の指導 等による 支援や活用の の 等を行うことで、教 の ＣＴ活用指導力の

を図る。 

 

○ 良い授業を見つけ！広めて！学力ＵＰ事業 （５，１２０千円） （担当：義務教育指導課） 【３】  

  県学力・学習状況調査の ータから えて た、学力を 伸ばした 業の を作成し、 学校の研 

 等で活用する。 

  また、 学教 等が小・中学校等の 業実 に し継続的に指導 を行い、 こで い した「 体的・ 的 

 で い学び」の実現のための 果的な指導方法等を県内に める。 
 

○ 事 クション の推進   

                  （担当： 務課、県 学校人 課、小中学校人 課、教 用課） 【７】【 】  

  研 「 を育てる た の と り を目指して 」を活用した研 の推

進など、 に けた を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 17 教職員の ・ 力の 上 

【１】 れた教職員の確  

【２】教職員研 と調査研究の充実 重点項目７-① 
【３】指導技 の共有の推進 
【４】 な教職員の の実施 
【５】教職員の人事 度の活用 
【６】指導が で る教員 の対応 
【７】教職員の の と 上の 題 の対応 重点項目７-  
【 】教職員に る 事の に けた取組の推進 重点項目７-  
【９】教 の ・ の確  
【10】教職員の の の 進 
【11】学校で 生する 題 の指導・  

＊が付された予算額は会計年度任用職員給与費を含んでいます。 

活用推進に る教員研  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 課題を る生徒のための学習 ン （６１，３０２千円） （担当：高校教育指導課） 【１】【４】 

  指導が必要な生徒が する高等学校に 共生推進 を し、 に する学校生活の 解

を図り、学習 を する。また、 学力に課 を えた高校生を として、 学生等を学習 ーターとし

て活用し、義務教育段階の学習内容の学び しを進める。 

 ・ 共生推進 の 、 機の 等による通 支援 
 ・ 学習 ーターの  

 

○ 児童生徒 の教育充実・ ポー 事業 （３，１ ７千円＊） （担当：義務教育指導課） 【１】 
  に する 業等で働 保護者や の び県内に する ・ 人児童生徒や の保護者を に、学

習 や学校生活 での支援体 の充実を図る。 

 ・ 支援 ーや の学校等への  

 ・ （ ト 、 、中 、 ）によるニ ー レターの 行 

 ・ 指導研 の実施（ ） 100 人（ 定） 

 

○ 「 を生き 人 育成」学力 スク 事業 【４】 （施策 15 参照） 

 

○ 課後 教 推進事業 【４】 （施策 24 参照）  

 

○ 学校における ン ー 事業【新規】 （１，４３９千円） （担当：人 教育課） 【５】 

  児童生徒 び学校関係者等の ーに関する を めるとともに、福祉 と連携し、 な支援につな

る を する。 

 ・ ーや 等を とする び福祉 と教育 の による で 成する「  

  ー ート （ Ｃ Ｃ）」（ 業）の実施 

 

○ いじめ 校対策 事業 【５】 （施策７参照） 

 

○ 教育 事業のうち 

 教育  【５】 （施策７参照） 

 

○ を活用した教育 事業 【５】 （施策７参照） 

 

○ の を 重した教育推進事業【新規】 【５】 （施策 参照） 

 

○ 児童 のための教育と の推進事業 【５】 （施策 参照） 

 

○ 県 学校における児童 対応 【５】 （施策 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 16 一人一人の状況に応じた  

【１】 本 指導が な児童生徒 の教育  重点項目４-  

【２】 教育に課題を る の  
【３】中学校 間学 の  
【４】学力に課題の る児童生徒 の教育  
【５】児童生徒の る な課題 の  重点項目２-  重点項目４-  

＊が付された予算額は会計年度任用職員給与費を含んでいます。 
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○ 教 の ・ の確   （担当：義務教育指導課、高校教育指導課） 【９】 

  「 の高い教 の実現と教 の 正 ・ を高めるために」を する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 学校 けでは な 題 の対応 （担当：小中学校人 課） 【１】 

  小・中学校について、県内 教育 務 に している学校 解 のための支援 ー などを活かして、解 に   

 り 市町村を ートする。 

 

○ 学校 題 のためのスクー ー活用事業 （１，１６ 千円） 

                            （担当：県 学校人 課、小中学校人 課） 【１】 

  ー ーによる個別 や研 を実施することで、学校の法的 応力を させ、学校現 で 生する

な の や 期解 を図る。 

   

○ ・スクー デ レクター 事業 （１，４５０千円） （担当：小中学校人 課） 【１】【３】 

  ニ ・ ー の 推進 び充実を図るために、 の 業を活用して、市町村教育 に ニ

・ ー レ ター に係る を するとともに、市町村教育 、教 、 の学校関係者を

とした研 等を実施する。 

 

○ に かれた学校 り推進事業 （３，９９９千円） （担当：県 学校人 課） 【１】【３】【４】 

  学校自 などを活用して自 的な学校 の や教育力の を図る。また、学校の要 に応じて有

者による学校 を行い、 的な や を行うことにより、学校自 の の を図る。 

  また、県 学校における学校 の り方等について研究しながら、学校と との共 体 による学校

りを進める。 

 

○ いじめ 校対策 事業 【１】 （施策７参照） 

 
○ 部活動指導員の活用 （５６，５２３千円＊）（担当：保 体育課、高校教育指導課、義務教育指導課） 【１】【５】 

  独での 活 指導・ 等が な「 活 指導 」を し、 活 の充実を図るとともに、 教 の

担 を図る。 

 

○ 県 学校の管 職（校長、 校長・教 、事 長）を対 とした「 き方改 推進研 会」の  

                              （２５１千円） （担当：県 学校人 課） 【５】 

  学校における働 方 を一層推進するための意 を図るとともに、「働 方 」の視点を に いた学校

を実 するための の を図る。 

 

○ 県 学校教職員 事業 （１９，４５６千円） （担当：県 学校人 課） 【５】 

  県 学校 177 校に導 した 務 理 により、教 の 校等 を 的に把握し、 理の促進や業務

担の を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 18 学校の組 の改善 

【１】 な人 との連 ・ の構  

【２】リー ーシ を できる管 職の育成 
【３】 ・スクー の設 推進と の充実 
【４】学校 の な活用 
【５】学校における き方改 の推進 重点項目７-  
【６】 用の推進（ ）重点項目６-① 

＊が付された予算額は会計年度任用職員給与費を含んでいます。 
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○ 「教育の 」基 費のうち 

 校 シス の管  （５７，６１１千円） （担当：高校教育指導課） 【５】 

  県 高等学校に 一 の校務支援 を し、校務 理の を図る。 

 
○ 小中学校 部人 事業のうち 

 スクー ・ ポー ・スタ の  （１６ ，３５９千円） （担当：小中学校人 課） 【５】 

  教 の 務を する ー ・ ート・ タッ を する市町村を支援し、小・中学校の教 が と

う を確保する。 

 

○ 長 間 の の実施 （４，１ ０千円） （担当：福 課） 【５】 

  長 務者に して、 理医による 指導を し、 理を推進する。 

 

○ 用 に る 用 【６】 （施策 13 参照） 

 

○ 用推進事業 【６】 （施策 13 参照） 

 

○ と 会参 を目指す 学校 推進事業 【６】 （施策 13 参照） 

  
 
 
 
 
 
 
 
○ 「学校の活 ・ 方 」の 知 （担当： 力 る高校 り課） 【１】 

  「学校の活 ・特 方 」などを活用し、 県 学校の特 の 視 を進める。 

 
○ 力 る県 学校 り推進費 （３３２千円） （担当： 力 る高校 り課） 【１】【２】 

  「 力 る県 高校 り １期実施方 」に を進めるとともに、生徒にと てより い学習

を する 点から、 を しながら県 高等学校の に けた を行う。 

 ・ 高校 点校の に けた  

 ・ 「実学」を 視する学校の に けた  

 

○ 県 校 計画推進事業【新規】 （５ ，６７２千円） （担当： 力 る高校 り課） 【１】【２】 

  「 力 る県 高校 り １期実施方 」に 、 年度 校 定の児 校（ ）、 校（ ）

に係る校 等の 計を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 19 力 る県 校 りの推進 

【１】 会の ー に応 る る 学校 り 

【２】 な学校規 の に る 学校の活  

＊が付された予算額は会計年度任用職員給与費を含んでいます。 

 

 

○ 教 の ・ の確   （担当：義務教育指導課、高校教育指導課） 【９】 

  「 の高い教 の実現と教 の 正 ・ を高めるために」を する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 学校 けでは な 題 の対応 （担当：小中学校人 課） 【１】 

  小・中学校について、県内 教育 務 に している学校 解 のための支援 ー などを活かして、解 に   

 り 市町村を ートする。 

 

○ 学校 題 のためのスクー ー活用事業 （１，１６ 千円） 

                            （担当：県 学校人 課、小中学校人 課） 【１】 

  ー ーによる個別 や研 を実施することで、学校の法的 応力を させ、学校現 で 生する

な の や 期解 を図る。 

   

○ ・スクー デ レクター 事業 （１，４５０千円） （担当：小中学校人 課） 【１】【３】 

  ニ ・ ー の 推進 び充実を図るために、 の 業を活用して、市町村教育 に ニ

・ ー レ ター に係る を するとともに、市町村教育 、教 、 の学校関係者を

とした研 等を実施する。 

 

○ に かれた学校 り推進事業 （３，９９９千円） （担当：県 学校人 課） 【１】【３】【４】 

  学校自 などを活用して自 的な学校 の や教育力の を図る。また、学校の要 に応じて有

者による学校 を行い、 的な や を行うことにより、学校自 の の を図る。 

  また、県 学校における学校 の り方等について研究しながら、学校と との共 体 による学校

りを進める。 

 

○ いじめ 校対策 事業 【１】 （施策７参照） 

 
○ 部活動指導員の活用 （５６，５２３千円＊）（担当：保 体育課、高校教育指導課、義務教育指導課） 【１】【５】 

  独での 活 指導・ 等が な「 活 指導 」を し、 活 の充実を図るとともに、 教 の

担 を図る。 

 

○ 県 学校の管 職（校長、 校長・教 、事 長）を対 とした「 き方改 推進研 会」の  

                              （２５１千円） （担当：県 学校人 課） 【５】 

  学校における働 方 を一層推進するための意 を図るとともに、「働 方 」の視点を に いた学校

を実 するための の を図る。 

 

○ 県 学校教職員 事業 （１９，４５６千円） （担当：県 学校人 課） 【５】 

  県 学校 177 校に導 した 務 理 により、教 の 校等 を 的に把握し、 理の促進や業務

担の を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 18 学校の組 の改善 

【１】 な人 との連 ・ の構  

【２】リー ーシ を できる管 職の育成 
【３】 ・スクー の設 推進と の充実 
【４】学校 の な活用 
【５】学校における き方改 の推進 重点項目７-  
【６】 用の推進（ ）重点項目６-① 

＊が付された予算額は会計年度任用職員給与費を含んでいます。 
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○ 県 学校施設 事業 （１，６２２，１９６千円） （担当： 務課） 【１】 
  県 学校施 の を に推進する。 

 ・ 体育          計・ １校 

 ・       計 校 

 ・ 実 実習        １校 

 ・ 記 ・生徒 ー 等  校 校 

 ・          11 校 計 17 校 

 ・ ートブ ッ  計 校 15 校 

 

○ 学校 事業 （５，１２５千円） （担当：保 体育課） 【２】 

  自 の な生活の実現や、 で な りに 体的に する

度を に けるなどの「 に関する ・ 力」を児童生徒に育 ことを

目指し、継続的・ 的な学校 に係る の充実を図る。 

 ・ び 点校における 業研究 を中 とした学校 体 の 

  に けた支援 

  ・ 学校 ーによる 機 理 ニ 、 業研究 、  

  等への指導・  

 ・ 実 的な体 研 による高校生 人 の育成 

 ・ 県 高等学校における生徒が する 通 習実施への支援  

 ・ 学校 に関する研 等の実施 

 

○ 校生 教育  （３，２ ４千円） （担当：保 体育課） 【２】 

  高校生の自 通 の を推進するため、自 推進 習 等を実施することにより、 通 意

の を図る。 

 ・ 県 学校の 生徒を に、自 に関する 習 の実施（県内 ） 

 ・ 習 を した生徒は、 学校の自 用指導 の として活  

 ・ 「高校生の 通 教育推進校」を 校に し、自 ー ッ を中 とした 通 教育を推進 

  また、 県 学校の高校１年生に して、自 習 を に実施し、 通 の一 としての を自

させ、 に たる に める。 

 

○ 児童生徒のための ・ 事業のうち 

 校生 動 事 対策 ジ ク  （１，０２０千円） （担当：保 体育課） 【２】 

    自 等の を し、 する高校生を に実 ・ 義・ 法の 習を実施する。 

 る の学校 推進 ジ ク  （５９３千円） （担当：保 体育課） 【５】 

  県内の 小学校に ー ー ・ ー ーを し、 ー ー の指導・育成や り活 等を行う。 

  

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 20 たちの ・ の確  

【１】学校における の推進 

【２】 教育の推進 
【３】学校と教職員の 管 力の 上 
【４】 から児童生徒の を る の  
【５】 、 と連 した ・ 教育の推進 

＊が付された予算額は会計年度任用職員給与費を含んでいます。 

校生 ン 習会 

「 」 
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○ 県 学校校 の 規 改 費（エレ ーター設 を含む。） （９５ ，３ ３千円） 

                                  （担当： 務課、高校教育指導課） 【１】 

  後 20 年を する校 を に な を実施する。また、高校の レ ーターの や特別支援 

 学校の した 調 を計画的に し、 で な学習 の を図る。 

 ・       校 

 ・ レ ーター    計 校 校 

 ・ 特別支援学校 調  計１校 

 
○ 県 学校 育 費 （３４３，０２ 千円） （担当： 務課） 【１】 

  後長期 した体育 を に、 な を実施する。また、児童・生徒の ・ 確保のため、

体育 等の について、計画的に を行う。さらに、 が されている体育 の について、調

機 へ計画的に する。 

 ・ 計 校 １校  

 ・ 14 校 

 ・ 調 機 校 

 
○ スクー 施設 費 （４，６９９，２０３千円） （担当： 務課） 【１】 

  までの中 として、県 高等学校校 の 、 、 、ト レ を 的か

つ計画的に実施する。特に、ト レについては、 独での を実施し、ト レの の を図る。また、 目

的ト レや ー 、 すり等を し、 もが に学習で る教育 の を進める。 

 ・ ー  校 

 ・ ト レ     計 校 22 校 

 

○ 教育 基  （４２，５６３千円） （担当： 務課） 【１】 

  特 る学校教育の推進を図るため、 県教育 を活用し、県 学校の教育 の や充実に要する

の に充てる。 

 

○ 「教育の 」基 費 （２，３２５，２５５千円）  

             （担当： ＣＴ教育推進課、義務教育指導課、高校教育指導課、特別支援教育課） 【３】 

  県 学校の ータなどの ＣＴ を するとともに、 ＣＴ に 応で る人 の育成を目指す。 

 ・ 生徒・教 用 ータの  

 ・ タブレット端末、 ター、 の  

 ・ ット ー の 理 

 ・ 校務支援 の 理  

 ・ 教 指導の ＣＴ 活用推進に関する教 研 の実施 

 ・ Ｂ による一人一台端末の実現 

 

○ の る たちの ス ー 会を生き 力を育む 事業 （１３９，１９７千円） 

                                     （担当： ＣＴ教育推進課） 【３】 

から生じる さを ・ し、 一人 り すことのない、 正に個別 された学びを実現するため、

県 特別支援学校において、 ＣＴの 果的な活用を推進する。 
 

○ 埼玉県 学校 学のための給付 事業 【４】 （施策 15 参照） 

 

○ 埼玉県 学校 学 事業 【４】 （施策 15 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 21 学習 の ・充実 

【１】県 学校施設の 推進 重点項目 -① 

【２】県 学校 の や教 の ・充実 
【３】県 学校の の  
【４】 学に対する （一部 ） 

＊が付された予算額は会計年度任用職員給与費を含んでいます。 

された レ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 県 学校施設 事業 （１，６２２，１９６千円） （担当： 務課） 【１】 
  県 学校施 の を に推進する。 

 ・ 体育          計・ １校 

 ・       計 校 

 ・ 実 実習        １校 

 ・ 記 ・生徒 ー 等  校 校 

 ・          11 校 計 17 校 

 ・ ートブ ッ  計 校 15 校 

 

○ 学校 事業 （５，１２５千円） （担当：保 体育課） 【２】 

  自 の な生活の実現や、 で な りに 体的に する

度を に けるなどの「 に関する ・ 力」を児童生徒に育 ことを

目指し、継続的・ 的な学校 に係る の充実を図る。 

 ・ び 点校における 業研究 を中 とした学校 体 の 

  に けた支援 

  ・ 学校 ーによる 機 理 ニ 、 業研究 、  

  等への指導・  

 ・ 実 的な体 研 による高校生 人 の育成 

 ・ 県 高等学校における生徒が する 通 習実施への支援  

 ・ 学校 に関する研 等の実施 

 

○ 校生 教育  （３，２ ４千円） （担当：保 体育課） 【２】 

  高校生の自 通 の を推進するため、自 推進 習 等を実施することにより、 通 意

の を図る。 

 ・ 県 学校の 生徒を に、自 に関する 習 の実施（県内 ） 

 ・ 習 を した生徒は、 学校の自 用指導 の として活  

 ・ 「高校生の 通 教育推進校」を 校に し、自 ー ッ を中 とした 通 教育を推進 

  また、 県 学校の高校１年生に して、自 習 を に実施し、 通 の一 としての を自

させ、 に たる に める。 

 

○ 児童生徒のための ・ 事業のうち 

 校生 動 事 対策 ジ ク  （１，０２０千円） （担当：保 体育課） 【２】 

    自 等の を し、 する高校生を に実 ・ 義・ 法の 習を実施する。 

 る の学校 推進 ジ ク  （５９３千円） （担当：保 体育課） 【５】 

  県内の 小学校に ー ー ・ ー ーを し、 ー ー の指導・育成や り活 等を行う。 

  

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 20 たちの ・ の確  

【１】学校における の推進 

【２】 教育の推進 
【３】学校と教職員の 管 力の 上 
【４】 から児童生徒の を る の  
【５】 、 と連 した ・ 教育の推進 

＊が付された予算額は会計年度任用職員給与費を含んでいます。 

校生 ン 習会 

「 」 
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○ 教育 推進事業 （３，３５９千円） （担当：生 学習推進課） 【１】 

  の教育力の を図るため、中学生・高校生を とした「 になるための学習」 び を とした「 が

として育 、力をつけるための学習」を推進する。また、 育て中の を支援する「 県 教育 ー」

の 成等を通じて、 教育支援の充実を図る。 

  「 県 教育 ー」の 成 び の  

  ・ 「 県 教育 ー」 成研 （ ） 

  ・ 「 県 教育 ー」 ー ッ 研 （ 体研 、 別研 ） 

  ・ 「 の学習」 活用実 研 （ ）             

  「 県 教育 ー」の                                                                      

  市町村や学校等が実施する「 の学習」 や 教育学 などに、 ーターとして「 県 教育

ー」を する。 

  における学習支援 

  保護者を とした「 県 学習支援 」を活用した「 の学習」 等の ーターと

なる「 県 学習 ー」を 成、 し、 た の学習意欲の や における学習習 の定着

を図る。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ の 教育の 推進事業 （６９３千円） （担当：生 学習推進課） 【１】 

  11 １ の「 の 教育の 」 び 11 １ から までの「 の 教育 」を 機に、教育に する県 の理

解と関 を一層 めるとともに、学校・ ・ が一体とな て教育に関する を推進する。 

 ・ 「 ・教育 れ い 」の                    

 ・ ー ー を活用した の                              

 ・ 市町村、学校、 体、 等への 活 ・ 力  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 23 教育 の充実 

【１】「 の学習」の推進 

【２】 の れ い の  
【３】 ・ 育所・ 定 ど などを活用した 育て の充実（ ） 
【４】 育ての目 「３つのめば 」の活用 進 
【５】 事と 育てを できる な き方の 進 

＊が付された予算額は会計年度任用職員給与費を含んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 24 と連 ・ した教育の推進 

【１】「 の 教育の 」の推進 
【２】 の人 ・ を活用した学びの充実 重点項目９-① 
【３】 学校 活動の推進 
【４】「学校応 」の活動の充実 
【５】 ・スクー の設 推進と の充実（ ） 
【６】 人 の と とのつながり り 重点項目９-  
【７】「 課後 教 」 の  
【 】Ｐ などの活動 の  
【９】 少年 育成活動の 進 
【10】 少年を有 から るための取組の推進（ ） 

＊が付された予算額は会計年度任用職員給与費を含んでいます。 

－ 29－



 

 

○ 学校と の を う！ ジ ク  【２】【３】 （施策 26 参照） 

 

○ 究！ 共 ジ ク 【新規】 【２】【３】 （施策 26 参照） 

 

○ 学校応 推進事業 （１６，７ ０千円） （担当：生 学習推進課） 【４】 

  学校の教育活 の活 と ・ の教育力の を図るため、市町村における、学校の学習活 ・ ・

の確保・ 活 等の支援を行う「学校応援 」の活 を推進し、学校・ ・ が一体とな て、 た の

やかな育成を図る。 

  「学校応援 」の の ・充実 

  ・ 市町村の に する支援、県推進 の  

  ・ 別担当者 の  

  「学校応援 」の活 の活                        

  ー ーター研 等の実施、「 とともに る学校 りを目指し

た 学校 働活 の推進」のための研究 、実 の作成・

、 別実 の  

                        

○ ・スクー デ レクター 事業 【５】 （施策 18 参照） 

 

○ に かれた学校 り推進事業 【５】 （施策 18参照）  

 

○ 「 人 の と とのつながり り」 デ 事業 （３，７３０千円） 

                                      （担当：生 学習推進課） 【６】 

  の関係機関と連携して、 人児童生徒と の保護者への支援と との を行う を する

業を実施する。 

 
○ 課後 教 推進事業 （３１７，１２２千円） （担当：生 学習推進課、義務教育指導課） 【７】 

  た が、 の中で かで やかに育まれる りを推進するため、 ・ な を確保する

とともに、 に の な人 を活用した学習等の を 画・実施する を支援する。 

  また、学習が れが な中学生等を に、 と学校の連携・ 働による学習支援を行う市町村を支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校応 に る 

シン の  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 教育 推進事業 （３，３５９千円） （担当：生 学習推進課） 【１】 

  の教育力の を図るため、中学生・高校生を とした「 になるための学習」 び を とした「 が

として育 、力をつけるための学習」を推進する。また、 育て中の を支援する「 県 教育 ー」

の 成等を通じて、 教育支援の充実を図る。 

  「 県 教育 ー」の 成 び の  

  ・ 「 県 教育 ー」 成研 （ ） 

  ・ 「 県 教育 ー」 ー ッ 研 （ 体研 、 別研 ） 

  ・ 「 の学習」 活用実 研 （ ）             

  「 県 教育 ー」の                                                                      

  市町村や学校等が実施する「 の学習」 や 教育学 などに、 ーターとして「 県 教育

ー」を する。 

  における学習支援 

  保護者を とした「 県 学習支援 」を活用した「 の学習」 等の ーターと

なる「 県 学習 ー」を 成、 し、 た の学習意欲の や における学習習 の定着

を図る。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ の 教育の 推進事業 （６９３千円） （担当：生 学習推進課） 【１】 

  11 １ の「 の 教育の 」 び 11 １ から までの「 の 教育 」を 機に、教育に する県 の理

解と関 を一層 めるとともに、学校・ ・ が一体とな て教育に関する を推進する。 

 ・ 「 ・教育 れ い 」の                    

 ・ ー ー を活用した の                              

 ・ 市町村、学校、 体、 等への 活 ・ 力  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 23 教育 の充実 

【１】「 の学習」の推進 

【２】 の れ い の  
【３】 ・ 育所・ 定 ど などを活用した 育て の充実（ ） 
【４】 育ての目 「３つのめば 」の活用 進 
【５】 事と 育てを できる な き方の 進 

＊が付された予算額は会計年度任用職員給与費を含んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 24 と連 ・ した教育の推進 

【１】「 の 教育の 」の推進 
【２】 の人 ・ を活用した学びの充実 重点項目９-① 
【３】 学校 活動の推進 
【４】「学校応 」の活動の充実 
【５】 ・スクー の設 推進と の充実（ ） 
【６】 人 の と とのつながり り 重点項目９-  
【７】「 課後 教 」 の  
【 】Ｐ などの活動 の  
【９】 少年 育成活動の 進 
【10】 少年を有 から るための取組の推進（ ） 

＊が付された予算額は会計年度任用職員給与費を含んでいます。 
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○ 「 人 の と とのつながり り」 デ 事業 【４】 （施策 24 参照）  

 

○ 少年 んき・いきいき 活動事業 （１，３５１千円） （担当：生 学習推進課） 【５】 

  年が、 ん の特 を生かした な体 活 業に し、 年 の や の 人、

など の人 と することにより、 かな人 や 、自 などた まし 生 る力を い、 かな

を育 。 

  い い 体 活 業（ ・ ・長 ・小 ・ ・ ん ）                                                                                    

  小・中学校等、特別支援学校（学 ）の児童生徒と  

  内容 小・中学校等、特別支援学校（学 ）の児童生徒が体 活 を通  

      して を図る。  

  業（ ・ ・長 ・小 ・ ・ ん ）         

  校に を える児童生徒と  

  内容 活 や共 生活を体 し、生活 ズ の や ニ ー   

      力の を図る。 

  のびのび レ 業（ ・ ん ） 

  的に な の児童生徒  

  内容 の 的 から学校 での体 活 を に行うことがで ない児童生徒に し、 な体  

      活 を する。 

 

○ の生 を じた な学習活動推進事業 【７】 （施策 13 参照） 

 

○ 県 ー ス充実・ 推進事業 （４，５１０千円） （担当：生 学習推進課） 【 】 

  ータ ー の や の により、県 の課 解 支援のための 要な ー で る

支援 ー や ・医療 ー の充実・ を図る。 

 

○ 新しい県 の ・推進 （担当：生 学習推進課） 【９】 

  ー に応じた学びの支援や ＣＴなどの 端 を活用した ー の を行う、 に た し

い県 図 について ・推進する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 25 学びを る の  

【１】「 ど 学」の充実に けた  

【２】 な学習 会の  
【３】人生１００年 に対応した学び しの り方の  
【４】 人 の と とのつながり り 重点項目９-  
【５】 んき を活用した 活動の充実 
【６】 学習の推進を る人 り 
【７】 の生 を じた学びの  
【 】県 における県 の レンジ の充実 
【９】新しい県 の ・推進 重点項目９-  

＊が付された予算額は会計年度任用職員給与費を含んでいます。 

でのおやつ り 

  （名 んき ） 
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○ 生 学習 の   （担当：生 学習推進課） 【１】 

  県 の学びの成果を生かす活 を支援するため、生 学習 ト「生 学習 ー 」により、指導者

や ト、 に関する を する。 

 

○ 学校と の を う！ ジ ク  （２，５ ９千円＊） （担当：生 学習推進課） 【４】 

 小 高校の生徒と小 町の小・中学校の児童生徒が 段階に応じて、小 町の や 、 業等について理解を

め、 活 への 画や 課 の解 に けた「おが 学」の ・実 に り 。 して、 た が小 町

に して 着や りを 、 小 町を に で る人 の育成を図る。 

 

○ 究！ 共 ジ ク 【新規】 （６６１千円） （担当：生 学習推進課） 【４】 

  や の人的・ 的 を活用した実 からの学びを充実するとともに、学んだことを実 で生かす を      

推進する。 

 ・ 教 が 業や などとともに課 解 の方法を学び実 を行う。 

 ・ 学校教育に活用で る （ 業、 、市町村等）の と ッ を行い、教育 を作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 26 学びの成 の活用の 進 

【１】学びの成 の活用の  

【２】「 ど 学」における学びの成 の活用 
【３】 会教育関 をつな ーク り 
【４】学びを活用した 課題 の  重点項目９-① 

＊が付された予算額は会計年度任用職員給与費を含んでいます。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 「 人 の と とのつながり り」 デ 事業 【４】 （施策 24 参照）  

 

○ 少年 んき・いきいき 活動事業 （１，３５１千円） （担当：生 学習推進課） 【５】 

  年が、 ん の特 を生かした な体 活 業に し、 年 の や の 人、

など の人 と することにより、 かな人 や 、自 などた まし 生 る力を い、 かな

を育 。 

  い い 体 活 業（ ・ ・長 ・小 ・ ・ ん ）                                                                                    

  小・中学校等、特別支援学校（学 ）の児童生徒と  

  内容 小・中学校等、特別支援学校（学 ）の児童生徒が体 活 を通  

      して を図る。  

  業（ ・ ・長 ・小 ・ ・ ん ）         

  校に を える児童生徒と  

  内容 活 や共 生活を体 し、生活 ズ の や ニ ー   

      力の を図る。 

  のびのび レ 業（ ・ ん ） 

  的に な の児童生徒  

  内容 の 的 から学校 での体 活 を に行うことがで ない児童生徒に し、 な体  

      活 を する。 

 

○ の生 を じた な学習活動推進事業 【７】 （施策 13 参照） 

 

○ 県 ー ス充実・ 推進事業 （４，５１０千円） （担当：生 学習推進課） 【 】 

  ータ ー の や の により、県 の課 解 支援のための 要な ー で る

支援 ー や ・医療 ー の充実・ を図る。 

 

○ 新しい県 の ・推進 （担当：生 学習推進課） 【９】 

  ー に応じた学びの支援や ＣＴなどの 端 を活用した ー の を行う、 に た し

い県 図 について ・推進する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 25 学びを る の  

【１】「 ど 学」の充実に けた  

【２】 な学習 会の  
【３】人生１００年 に対応した学び しの り方の  
【４】 人 の と とのつながり り 重点項目９-  
【５】 んき を活用した 活動の充実 
【６】 学習の推進を る人 り 
【７】 の生 を じた学びの  
【 】県 における県 の レンジ の充実 
【９】新しい県 の ・推進 重点項目９-  

＊が付された予算額は会計年度任用職員給与費を含んでいます。 

でのおやつ り 

  （名 んき ） 
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○ 埼玉県 の  （１１，７０９千円） （担当： 課） 【１】 

  業 

  市町村や 体との共 により、 における の継 や 活 の 

 機 の び 活 の ・体 ・ 機 の 充を目的として、  

 に した 業を する。 

 ・ 、 ート、 など県内 で                             

 ・ 期 年 12  

 

 れ い 業 

  体の が学校や などに いて、 や実 指導を行う。 

 ・ 、 、 、 ・ 、 、生活 、 の 59 ニ ー   

 ・ 実施期  年 年  

 

 体・ ト ッ 業 

  活 の たな ・ ・体 機 を するため、 機 を め 

 る 体と トの充実を図る 者を ッ する。 

 ・ 実施期  年 年  

 

 業 

  県 の に して行 れる 業を県 の関連 業として する。 

 ・ 実施期  年 12  

 

○ の生 を じた な学習活動推進事業 【３】 （施策 13 参照） 

  

○ 県 ・ における教育・ 及事業  （担当： 課） 【４】 

  において、学校との連携 業や、作 をもとにした ー ッ ・ などを実施する。また、

と の をはじめとする ての県 等において、学校との連携 業や を活用した体

などを実施する。 

 

 

 

 

                           

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 27 活動の充実 

【１】 活動 の参 の 進 

【２】 たちの 活動の充実 
【３】 の 活動の  
【４】県 などにおける活動の充実 重点項目 10-  
【５】 リン ク・ リン クなどの を とした 活動の振興 

＊が付された予算額は会計年度任用職員給与費を含んでいます。 

第 13 記録会 

和 の  

－ 33－



 

 

 
 
 
 
 
 
 

○ 調査活用事業 （４，０５９千円＊） （担当： 課） 【１】【３】 

  の を し、 の 力を に するため、 的な を たに り こすための学

調査を実施する か、 保 活用 計画を 定する市町村に して支援を行う。 

また、 しい視点での 学連携 を する。 

 ・ 調査：「 り・ りの 行 」の調査 

 ・ 自 調査： を中 とした「 自 」の調査 

 ・ 調査： に された「 記 」に係る の調査 

 ・ の 保 活用に係る市町村の への支援： 保 活用 計画を作成した 県市町村の 調査 

  や市町村担当者 けの研 、 保 活用 計画作成中の市町村に する 等 

 ・ ・ 等を活用した ー ッ 業：児童生徒が実 的に学びながら、 ・ の を理解 

  し、 に 着を つことがで るよう、 ・ 等と学校との連携を支援 

 

○ 事業  （１４１，２６０千円） （担当： 課） 【１】 

  の 有者・ 理者等が行う の保 業に し を し、指定 の な 理を図る。 

 ・ 指定 、県指定 の保 業に する の  

 ・ 内で行 れる に 、市町村が実施する試し り等の調査に する の  

 ・ 県指定 の後継者 成を目的とした 業に する の  

 ・ 指定 、県指定 の び など 応等に する の  

 
○ 埼玉 活用事業 （２２，７９ 千円＊） （担当： 課） 【１】 

  県を する で り、学 の が特に高 が の で る

特別 に指定されている は、 を中 とする 指の

で る。この の 的な保 を図るとともに、 の を させ、

県 に するために必要な を行う。                             

 ・ 調査 

 ・ 調査 の作成 

 ・ の  

 ・ 特別 計画の 定 

 
○ 活用事業 （５２，０７３千円） （担当： 課） 【１】 

  県が する の 理・保 を推進し、 保護 の を図る。 

 ・ 県 施 の活用 

 ・ の 理・保 理を継続的に実施するとともに、学 研究の か、学校教育 び 教育の で活用 

  し、生 学習を推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 28 の と な活用 

【１】 の ・活用・ の  重点項目 10-① 

【２】 の 力 と学 会の充実 重点項目 10-  
【３】 の取組 の  

＊が付された予算額は会計年度任用職員給与費を含んでいます。 

埼玉   

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 埼玉県 の  （１１，７０９千円） （担当： 課） 【１】 

  業 

  市町村や 体との共 により、 における の継 や 活 の 

 機 の び 活 の ・体 ・ 機 の 充を目的として、  

 に した 業を する。 

 ・ 、 ート、 など県内 で                             

 ・ 期 年 12  

 

 れ い 業 

  体の が学校や などに いて、 や実 指導を行う。 

 ・ 、 、 、 ・ 、 、生活 、 の 59 ニ ー   

 ・ 実施期  年 年  

 

 体・ ト ッ 業 

  活 の たな ・ ・体 機 を するため、 機 を め 

 る 体と トの充実を図る 者を ッ する。 

 ・ 実施期  年 年  

 

 業 

  県 の に して行 れる 業を県 の関連 業として する。 

 ・ 実施期  年 12  

 

○ の生 を じた な学習活動推進事業 【３】 （施策 13 参照） 

  

○ 県 ・ における教育・ 及事業  （担当： 課） 【４】 

  において、学校との連携 業や、作 をもとにした ー ッ ・ などを実施する。また、

と の をはじめとする ての県 等において、学校との連携 業や を活用した体

などを実施する。 

 

 

 

 

                           

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 27 活動の充実 

【１】 活動 の参 の 進 

【２】 たちの 活動の充実 
【３】 の 活動の  
【４】県 などにおける活動の充実 重点項目 10-  
【５】 リン ク・ リン クなどの を とした 活動の振興 

＊が付された予算額は会計年度任用職員給与費を含んでいます。 

第 13 記録会 

和 の  
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○ 県 ・ における活動の充実 （担当： 課） 【２】 

  と の  の いま と かし を体 する人   

の と に関する 的特 を らかにし、 の成果を ・ す

るとともに、 た の を育 体 的 業を行う。 

 

 画 ・特別  期  内 容 
特別  

「 を け 
   一のまな し 」 

R3.3.23  

    5.16 

一 の や の 人 等で関 が高ま ている 一
を 人としてだけでな 教育や など 的に する。 

150 年・当 50 年記 業。 

画 「 記 」 
R3.7.17  

    9.5 

かな「 記 」 12 のう 県 の を 16 年 りに

一 する。 

特別 「 」 
R3.10.9 

   11.23 

の を える で ことので ない を して
する。また、現 は県 の 等に している の一 も「
り」する。 150 年・当 50 年記 業。 

画 「お を し 」 
R4.1.2 

   2.13 
県の としての を り るとともに、お の現 の
などを する。 

画 「 録」 
R4.3.19 

   5.8 
、 を中 とする、 県 かりの や に を

した 者などを する。 

共 「 」 
 ：  

R4.3.19 
   5.8 

町 と共 し、 の 町で かりの
の （じ うもつ）や などを一 に する。 

 
 の  に まれたいにしえの を する   

  特別 「 」・ 指定 「 （ ）」に する

として、県内の から した の や な体 学習を通して の に関する

理解を める 業を行う。 

 

 

 画 ・特別  期  内 容 

画 「 と

の 」 

R3.7.10 

  9.12 

から した や 、 の はどこで生 されて、
どのように ばれたのか。 の や人 の らしの か
ら を通じた について える。   （さ たま の ）   

 
「 中からの ッ ー 」 

R3.10.9 
   11.21 

年度中に ・ 理した を中 に、特に 目され とな
たものや学 的 の高い をい する。            

                    （さ たま の ）       

画 「実  びの者」 
R3.8.7 

  9.20 

関 方を中 とした びに関係する中 の一 ・ を

し、 期を中 に、 の実 を する。 （ の ） 

 

  自 と の  自 と人 との共生を する自   

  県内 一の自 と を とした として、 まれた を活か

し、自 と を ー ー とした体 を通じて し 学 る 業を行う。 

 

 

 

 画 ・特別  期  内 容 

画 「 」 
R3.3.23 

 6.20 
成 27 年度から現 までに ・ された１ 点を える の中

から、 りす りの レ を ・ する。 （自 の ） 

画  
「 ー へ かけよ

う 」 

R3.7.3 
 10.17 

県 に する ー の 要な どこ を り  
ながら、現 での し 方を する。      （自 の ） 

特別  

「自 の １ 年の
標 から自 の をた
どる 」 

R3.10.30  
  R4.2.27 

の「 標 」から 自 学 を て、
の県 自 として した当 の とこれから

の を する。               （自 の ） 

画 「生 ものの 」 
R4.3.12 

   6.19 

当 が う を中 に、「 」「学 」「 方 」など、 の

や の ー などを する。       （自 の ） 

特別  

「す か なす かを て
よう 」 

R3.7.10   
  8.31 

「 を る」「 を る」「 を育てる」など、 な目的で作られる

の なす かを や実 で する。 
            （ 画：自 の 、実施： の ） 

 

小 １   

方から埼玉 に 

ばれた （おおがめ） 

の の 「 所」が かれた 

   「 ながと 」 
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   と を結 たな との いが る   
  を としながら、県内 の れた 作 を 、 するとともに、

独自の ー による 度の高い 画 を する。また、 への理解と関

を高め、 の びを体 する の 業を行う。 

 

 

 

 画 ・特別  期  内 容 

レ  つの  
R3.3.23 

 5.16 

当 の 人の 作 、 ー ・ ニ ッ 、 、 ット・

、 村 を 点に レ を する。 

レ  
R3.7.10 

 9.5 

の も 要な の とりで る ー ・
と、 の に したブ ー・ レ 。一 的な 者を

せて し、 と の関係を いかける。 

にお す 
R3.9.23 

  11.3 

人 の れを いた 力的な の 、 の を体現する や
の しい 、現 の ーレ な 体など、 れ れの

で ら されて た の ー を る。 

・タ ー  を
つ せ  

R3.11.16 
 R4.1.16 

として し、 画、 トレー 、 へと活 の を

したタ ー の活 を する 的な 。さいたま市
のうら との共 。 

40 年記 [1]  
レ  

R4.2.5 
  5.15 

2022 年に 40 年を える が、 て た 作

や を、 な 度から 。 レ の しい え方を える
とともに、 のこれからを する。 

 

   の と記録を える の ら  

  に関する 的・ 的に の る記録 を し、県 共有の として保 するとともに、これら

を活用して教育、学 び の に するため、 や などの 業を行う。 

 画  期  内 容 

画 「 ー ものがたり」 
R3.7.1 

  9.5 

2020 ッ ・ ッ に 、 現 の
を中 に、 から現 に る 県における ー の 、

の を する。 

画 「 の 」 
R3.9.28 

  11.28 

県 生 150 年を記 し、 末期から を て、 や
支 が 県へとなる と、 の後の県の を 指定

要 「 県行 」などから る。 

画  
「 を える の た

」 

R3.12.14  
  R4.2.13 

の人 が した、 の に関 る について、 らの業
とともに する。 

画 「お 図 ッ
の 」 

R4.3.8   
  5.8 

県内の ッ を中 に、 の や などの調査 、
の も り 、お 図の や 用方法を する。 

 

 さいたま 学  県 の 学活 の 点となり、 学を通して を する 学   

  県に かりの る 学者の作 や関連 を ・保 ・調査研究し、 ・ 画 での や図 での

などにより 学の を図るとともに、県 が 学活 に する機 を する。 

 
○ リ お てなし ージ  （１，４５２千円） （担当： 課） 【２】 

  2020 ッ ・ ッ を 機として、県 ・ の により、 の

力を 内 に し、 や が の ・ を りに う を 成する。 

 ・ 県 ・ 施 で の ー レットの作成等 
 

 

 一 タ ー  

一の うな 1964年  

       

 

 

 

○ 県 ・ における活動の充実 （担当： 課） 【２】 

  と の  の いま と かし を体 する人   

の と に関する 的特 を らかにし、 の成果を ・ す

るとともに、 た の を育 体 的 業を行う。 

 

 画 ・特別  期  内 容 
特別  

「 を け 
   一のまな し 」 

R3.3.23  

    5.16 

一 の や の 人 等で関 が高ま ている 一
を 人としてだけでな 教育や など 的に する。 

150 年・当 50 年記 業。 

画 「 記 」 
R3.7.17  

    9.5 

かな「 記 」 12 のう 県 の を 16 年 りに

一 する。 

特別 「 」 
R3.10.9 

   11.23 

の を える で ことので ない を して
する。また、現 は県 の 等に している の一 も「
り」する。 150 年・当 50 年記 業。 

画 「お を し 」 
R4.1.2 

   2.13 
県の としての を り るとともに、お の現 の
などを する。 

画 「 録」 
R4.3.19 

   5.8 
、 を中 とする、 県 かりの や に を

した 者などを する。 

共 「 」 
 ：  

R4.3.19 
   5.8 

町 と共 し、 の 町で かりの
の （じ うもつ）や などを一 に する。 

 
 の  に まれたいにしえの を する   

  特別 「 」・ 指定 「 （ ）」に する

として、県内の から した の や な体 学習を通して の に関する

理解を める 業を行う。 

 

 

 画 ・特別  期  内 容 

画 「 と

の 」 

R3.7.10 

  9.12 

から した や 、 の はどこで生 されて、
どのように ばれたのか。 の や人 の らしの か
ら を通じた について える。   （さ たま の ）   

 
「 中からの ッ ー 」 

R3.10.9 
   11.21 

年度中に ・ 理した を中 に、特に 目され とな
たものや学 的 の高い をい する。             

                    （さ たま の ）       

画 「実  びの者」 
R3.8.7 

  9.20 

関 方を中 とした びに関係する中 の一 ・ を

し、 期を中 に、 の実 を する。 （ の ） 

 

  自 と の  自 と人 との共生を する自   

  県内 一の自 と を とした として、 まれた を活か

し、自 と を ー ー とした体 を通じて し 学 る 業を行う。 

 

 

 

 画 ・特別  期  内 容 

画 「 」 
R3.3.23 

 6.20 
成 27 年度から現 までに ・ された１ 点を える の中

から、 りす りの レ を ・ する。 （自 の ） 

画  
「 ー へ かけよ

う 」 

R3.7.3 
 10.17 

県 に する ー の 要な どこ を り  
ながら、現 での し 方を する。      （自 の ） 

特別  

「自 の １ 年の
標 から自 の をた
どる 」 

R3.10.30  
  R4.2.27 

の「 標 」から 自 学 を て、
の県 自 として した当 の とこれから

の を する。               （自 の ） 

画 「生 ものの 」 
R4.3.12 

   6.19 

当 が う を中 に、「 」「学 」「 方 」など、 の

や の ー などを する。       （自 の ） 

特別  

「す か なす かを て
よう 」 

R3.7.10   
  8.31 

「 を る」「 を る」「 を育てる」など、 な目的で作られる

の なす かを や実 で する。 
            （ 画：自 の 、実施： の ） 

 

小 １   

方から埼玉 に 

ばれた （おおがめ） 

の の 「 所」が かれた 

   「 ながと 」 
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■新しい時代に求められる資質・能力の育成 

事 業 名 （取 組） 担当課 事 業 内 容 （取組の内容） 

優良図書の推奨 県民生活部 
青少年課 

県民や出版社から応募のあった本の中から、青少年の健全育成に

特に優良と認められる図書を埼玉県青少年健全育成審議会への

諮問を経て推奨する。 

■伝統と文化を尊重しグローバル化に対応する教育の推進 

事 業 名 （取 組） 担当課 事 業 内 容 （取組の内容） 
私立学校運営費補助のうち特色教育

促進加算分 （１８０，０００千円） 
総務部 
学事課 

海外留学の促進や特色ある英語教育などグローバル人材の育成に資

する特色ある教育を行う学校に対して補助を加算配分する。 
世界へのトビラ事業 
（埼玉県国際交流協会への委託事業） 

県民生活部 
国際課 

学校での国際理解教育を支援するため、授業等に外国人講師等を派遣

する。 

高校生のためのグローバルセミナー

（埼玉県国際交流協会への委託事業） 
県民生活部 
国際課 

高校生が将来グローバル人材として活躍できるよう、識者の講演やグ

ループワークを通して国際感覚を身に付けるためのセミナーを実施

する。 

■技術革新に対応する教育の推進 

事 業 名 （取 組） 担当課 事 業 内 容 （取組の内容） 
私立学校ＩＣＴ教育環境整備事業補

助       （８０，６７４千円） 
総務部 
学事課 ＩＣＴ教育環境の整備を行う私立学校に対して補助を行う。 

ものづくり体験教室の実施 
          （１４７千円） 

産業労働部 
産業支援課 

子供たちにものづくりの重要性を体験させることにより、将来の産業

を担う人材を育成する。 

■人格形成の基礎を培う幼児教育の推進 

事 業 名 （取 組） 担当課 事 業 内 容 （取組の内容） 
保育士等に対する研修の実施 
         （３，４４３千円） 

福祉部 
少子政策課 

保育所保育指針等の趣旨を踏まえ、保育士等の専門性を高めるための

研修を実施する。 
認定こども園の整備支援  
    （１，１００，０００千円） 

福祉部 
少子政策課 

幼稚園や保育所などの機能を備えた認定こども園を整備するための

経費に対して補助を行う。 

 

  

■豊かな心を育む教育の推進 

事 業 名 （取 組） 担当課 事 業 内 容 （取組の内容） 
見えないチカラを伸ばし夢をつかむ

リアル体験事業費（５，８７８千円） 
県民生活部 
青少年課 

小学生を対象に、本県ゆかりのプロフェッショナルによるリアルな職

業体験を提供する。 
彩の国ボランティア体験プログラム

事業     （１４，８９６千円） 
福祉部 
社会福祉課 

ともに支え合う地域づくりを目指し、小・中学生、高校生が気軽にボ

ランティア活動に参加できる機会を提供する。 

学校ファームの支援  農林部 
農業ビジネス支援課 

学校周辺の農地等を活用して、植え付けから収穫までの農業体験活動

を行う学校ファームの取組を支援し、食育や体験活動を通じた児童生

徒の生きる力を育む。 
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■い め 対 の推進と の  

事 業 名 （取 組） 担当課 事 業 内 容 （取組の内容） 

スクール・ ー ーによる学校支援 本部 
少年課 

行が した中学校からの要 に づいて派遣し、学校や教育委

会等と して、生徒の健全育成と学校の へ けた支援を行

う。 
行 教室に ける ン ーネッ

トセ リティ教室の実施 
本部 

少年課 
行 指 あ ら が実施する 行 教室に いて、 ン

ーネットセ リティ教室を実施する。 
体と した 行少年に対す

る立ち り支援 
本部 

少年課 
少年や の保 者に対する 体験活動や 子カ ンセリングを実

施する。 

生徒指 会議等の実施 総務部 
学事課 

埼玉県私立中学高等学校協会や教育 生徒指 課等と し、 研

修会や高等学校生徒指 委 会等への参加を 私立高校へ促す。 

いじめ ン ーンの実施 県民生活部 
青少年課 

いじめ ・青少年健全育成合 ン ーンを し、 に い

ていじめ の かけ等を実施する。 
青少年の ン ーネット 用推

進事業      （５，１４８千円） 
県民生活部 
青少年課 

ン ーネットの 性や保 者の について するネットア

バ ーを小学校等に派遣し、 全・ な環境づくりを推進する。 
青少年セカン チ ンスの づくり

事業      （５，１４７千円） 
県民生活部 
青少年課 

業や民 体の協力による 労・ボランティア体験等を通じた 行

少年等の立ち りを支援する。 

 

 

■ の 進 

事 業 名 （取 組） 担当課 事 業 内 容 （取組の内容） 
ェルカム ビープロジェクト 
（ ）  （１０， ５８千円） 

保健 部 
健 課 い世 に対し ・ に する しい 識の を行う。 

保健事業 
        （１，０８０千円） 

保健 部 
健 課 

の子どもたちと の 者に対する しい 識の を行う

ことにより、 性の健全育成と健 の 進を図る。 
食育推進事業 
        （１，１４４千円） 

保健 部 
健 課 

県に ける食育の推進 策について 会議を し、県食育推進

の推進、 体等との 体 を整備する。 
用 対策推進指 事業 

        （６，９４８千円） 
保健 部 

務課 
用のない社会をつくるため、青少年を中 とした 県民に対

して の 性を するとともに 等を実施する。 
ラッグ対策事業 

        （４， ０１千円） 
保健 部 
務課 

ラッグを するため、 機 と して指 取 りを行う

とともに な により 用や事 生の を図る。 

 

 

■ 教育・ 教育の推進 

事 業 名 （取 組） 担当課 事 業 内 容 （取組の内容） 
埼玉県立 学運営費の交付 
    （１，９１１，０４１千円） 

保健 部 
保健 政策課 

保健、 、福祉の分 に する高 で専門 な 識 を す

る人材を育成する。 
高等 専門校 等推進事業 
      （ ７４，９３８千円）    

産業労働部 
産業人材育成課 

学 者や 職者の 労を支援するため、高等 専門校（６校１

分校）に いて職業 を実施する。 

小中学生を対象とした 埼玉し

と 見 事業（１４，０ ９千円） 

産業労働部 

産業人材育成課 

小中学生を対象に、職業 識や の を図るため、県内 業

と協力し、将来働く での目 を 識できる動 の ・ を

する。 

出 業 講 の実施 

        （５１５千円） 

産業労働部 

産業支援課 

県内の中学校・高等学校を対象に、 たなことにチ ンジする

やリー ーシップ等の 業 を育 でもらうため、地域

で活躍する 業 を派遣し講演会を する。 

 

 

 
 

 

■新しい時代に求められる資質・能力の育成 

事 業 名 （取 組） 担当課 事 業 内 容 （取組の内容） 

優良図書の推奨 県民生活部 
青少年課 

県民や出版社から応募のあった本の中から、青少年の健全育成に

特に優良と認められる図書を埼玉県青少年健全育成審議会への

諮問を経て推奨する。 

■伝統と文化を尊重しグローバル化に対応する教育の推進 

事 業 名 （取 組） 担当課 事 業 内 容 （取組の内容） 
私立学校運営費補助のうち特色教育

促進加算分 （１８０，０００千円） 
総務部 
学事課 

海外留学の促進や特色ある英語教育などグローバル人材の育成に資

する特色ある教育を行う学校に対して補助を加算配分する。 
世界へのトビラ事業 
（埼玉県国際交流協会への委託事業） 

県民生活部 
国際課 

学校での国際理解教育を支援するため、授業等に外国人講師等を派遣

する。 

高校生のためのグローバルセミナー

（埼玉県国際交流協会への委託事業） 
県民生活部 
国際課 

高校生が将来グローバル人材として活躍できるよう、識者の講演やグ

ループワークを通して国際感覚を身に付けるためのセミナーを実施

する。 

■技術革新に対応する教育の推進 

事 業 名 （取 組） 担当課 事 業 内 容 （取組の内容） 
私立学校ＩＣＴ教育環境整備事業補

助       （８０，６７４千円） 
総務部 
学事課 ＩＣＴ教育環境の整備を行う私立学校に対して補助を行う。 

ものづくり体験教室の実施 
          （１４７千円） 

産業労働部 
産業支援課 

子供たちにものづくりの重要性を体験させることにより、将来の産業

を担う人材を育成する。 

■人格形成の基礎を培う幼児教育の推進 

事 業 名 （取 組） 担当課 事 業 内 容 （取組の内容） 
保育士等に対する研修の実施 
         （３，４４３千円） 

福祉部 
少子政策課 

保育所保育指針等の趣旨を踏まえ、保育士等の専門性を高めるための

研修を実施する。 
認定こども園の整備支援  
    （１，１００，０００千円） 

福祉部 
少子政策課 

幼稚園や保育所などの機能を備えた認定こども園を整備するための

経費に対して補助を行う。 

 

  

■豊かな心を育む教育の推進 

事 業 名 （取 組） 担当課 事 業 内 容 （取組の内容） 
見えないチカラを伸ばし夢をつかむ

リアル体験事業費（５，８７８千円） 
県民生活部 
青少年課 

小学生を対象に、本県ゆかりのプロフェッショナルによるリアルな職

業体験を提供する。 
彩の国ボランティア体験プログラム

事業     （１４，８９６千円） 
福祉部 
社会福祉課 

ともに支え合う地域づくりを目指し、小・中学生、高校生が気軽にボ

ランティア活動に参加できる機会を提供する。 

学校ファームの支援  農林部 
農業ビジネス支援課 

学校周辺の農地等を活用して、植え付けから収穫までの農業体験活動

を行う学校ファームの取組を支援し、食育や体験活動を通じた児童生

徒の生きる力を育む。 
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■ に の形成に する力の育成 

事 業 名 （取 組） 担当課 事 業 内 容 （取組の内容） 

出 講   

          （５６１千円） 

政部 

課 

県内の小・中学校、高等学校等を対象に や の さを学

してもらうために体験 の講 を実施する。 

小中学生 け リーフ ット

の活用 

政部 

課 

小学校６年生 中学校３年生を対象とした リーフ ット

を 成し、社会 などの授業で活用する。 

教室の  
総務部 
務課 

国、県、 の職 や 理士等が、小・中学生、高校生 学生
等を対象に の や について講 を行う。 

教育用 教材の 成 
       （１，８７３千円） 

総務部 
務課 

小学６年生 中学３年生を対象にした、 教育用 教材を
務 と で 成し、 教室や社会 等の授業で活用す

る。 

費者 事業 
        （３，７ ８千円） 

県民生活部 
費生活課 

費者トラ ルを に し、 費者が 体 ・ に して
全で な生活が れるよう支援する。 

環境学 推進事業 
        （４，４７８千円） 

環境部 
環境政策課 

環境問 に する専門 な 識・経験を する人材の活用 業の
つ環境保全の 等を生かした環境学 支援を実施する。 

地 にいいことグリーンチ ンジ
事業費     （９，０１０千円） 

環境部 
環境政策課 

世 を担う子供たちが地域で取り組む環境保全活動への支援を行
う。 

ラ フ DAYの推進 
 

環境部 
対策課 

県内の小・中学校、高等学校等への ラ フ DAY（１ 環境 ）
の参加を促進する。（ 子版） 

児童等への な環境教育推進事業        
環境部 
対策課 

地 について で学 る小学校高学年 けの 本の活用
を促進する。 

環境 学国際セン ーに ける環境 
学 事業    （３ ,７７４千円） 

環境部 
環境 学国際 
セン ー 

し ながら環境問 を理解し、環境にやさしい行動の実 に つ
けてもらうため、体感 等の施 への見学 れや 講

により環境学 機会を提供する。 

者 保対策事業  
        （５，３６４千円） 

保健 部 
務課 

将来の の担い となる 年 の 者を やすため、高校生の
の推進や小学生 を対象とした出 講 等を行い、 を図
る。 

 

 

■ の る の ・ の  

事 業 名 （取 組） 担当課 事 業 内 容 （取組の内容） 

総合支援セン ーの運営  
       （３６，３７４千円） 

福祉部 
者福祉推進課 

総合支援セン ーを に保育所・幼稚園・小学校、児童

支援セン ーなど地域の支援機 の職 等を対象に、 に

に気付き な支援ができる人材の育成などを行う。 

■ 児 ・ の  

事 業 名 （取 組） 担当課 事 業 内 容 （取組の内容） 
者支援協議会運営等事業費（ 者支

援協議会運営事業、 者支援ス ルア

ップ等事業）  （１，０１３千円） 

県民生活部 
青少年課 

社会生活を円 に営む で を する 者を支援するため、支援

体・機 のネットワーク 成、 、ス ルアップ研修の実施を

行う。 
者 立支援セン ー埼玉運営費（

業支援事業） （１６，０７３千円） 
産業労働部 
用労働課 者 立支援セン ー埼玉に ける職業 立に けた支援を行う。 

■ に な の  

事 業 名 （取 組） 担当課 事 業 内 容 （取組の内容） 
学 支援事業 
       （７６，７１７千円） 

福祉部 
社会福祉課 

の生活 世 生活保 世 の中高生を対象に学 支援を

実施する。 

学 支援促進事業費 
       （８９，０１０千円） 

福祉部 
社会福祉課 

の生活 世 生活保 世 の小学生を対象に、小学生 け

学 ・生活支援事業を行う教室を し、運営する。また、小学生に

対する学 ・生活支援事業を実施する に対し、補助を行う か、

ー ィネー ーを派遣し支援する。 
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■ 人 人の に応  

事 業 名 （取 組） 担当課 事 業 内 容 （取組の内容） 
高校進学 ンス事業 
          （９９ 千円） 

県民生活部 
国際課 

外国人生徒等の高校進学を支援するため、 語による 資 の

成 進学 ・ 会を する。 

 

 

■ 教育の  

事 業 名 （取 組） 担当課 事 業 内 容 （取組の内容） 
私立学校運営費補助 
    （３４，５６９，７５３千円） 

総務部 
学事課 

教育 の 、 担の軽 、経営の健全性 のため、私

立学校の経 経費に対して補助を行う。 

私立学校 担軽 事業補助 
    （ ，８５４，１１９千円） 

総務部 
学事課 

私立学校に通学・通園する生徒・児童・園児の保 者の経 担の

軽 を図るため、授業 等に対して補助を行う。 

埼玉県私立高等学校等奨学のための

付 事業  （７８６，８８４千円） 
総務部 
学事課 

教 書費などの授業 外の教育費 担を軽 し、私立高校生等の修

学を支援するため、 所 世 を対象に 付 を支 する。 

 

 

■ 教育 の  

事 業 名 （取 組） 担当課 事 業 内 容 （取組の内容） 

地域子育て支援 事業 
    （１， ３０，１５８千円） 

福祉部 
少子政策課 

子育て中の 感等を するため、子育て中の 子が 交流や、

育児 等ができる地域子育て支援 の運営費に対して補助を行

う。 

な働き 推進事業 
       （３６，３３８千円） 

産業労働部 
な働き 推進課 

働き に取り組 、テ ワークや 務 などラ フステ

ージに合 せた働き を実 している 業を認定し、 事と子育てを

立できる職 環境の整備を促進する。 

■ と ・ し 教育の推進 

事 業 名 （取 組） 担当課 事 業 内 容 （取組の内容） 

課 児童クラ 施 整備事業費 
      （４０４，９０１千円） 

福祉部 
少子政策課 

課 児童クラ の 整備や 修整備のための経費の 部に対し

て補助を行うとともに、助 等を行う ア バ ーの派遣を行

う。 

 

 

■文化 術 の  

事 業 名 （取 組） 担当課 事 業 内 容 （取組の内容） 
助成事業 

       （１１，５８５千円） 
県民生活部 

課 
体の成 や子ども・ 者を対象とした 体験事業、

能用 の修理・ など県民の 活動に対して助成する。 
リン ック・ ラリン ック

プログラムの推進 
       （７０，９１８千円） 

県民生活部 
課 埼玉 WABI SABI 2021の を行う。 

埼玉バリアフリー プログラム事業          
       （１４，６６４千円） 

福祉部 
者福祉推進課 

のある人に対する のバリアフリー の を図るため、

者アートの 力を活かした ントを行う。 せて、 者

活動に する 支援や人材育成などを行う支援 の運営費を補

助する。 

者 ・ 活動推進費 
        （ ，５６６千円） 

福祉部 
者福祉推進課 

者アートの取組を く県民に し、また のある人の

活動の を する取組として、優れた の 、 ・

分 のワークショップ等を実施する。 

 

■ に の形成に する力の育成 

事 業 名 （取 組） 担当課 事 業 内 容 （取組の内容） 

出 講   

          （５６１千円） 

政部 

課 

県内の小・中学校、高等学校等を対象に や の さを学

してもらうために体験 の講 を実施する。 

小中学生 け リーフ ット

の活用 

政部 

課 

小学校６年生 中学校３年生を対象とした リーフ ット

を 成し、社会 などの授業で活用する。 

教室の  
総務部 
務課 

国、県、 の職 や 理士等が、小・中学生、高校生 学生
等を対象に の や について講 を行う。 

教育用 教材の 成 
       （１，８７３千円） 

総務部 
務課 

小学６年生 中学３年生を対象にした、 教育用 教材を
務 と で 成し、 教室や社会 等の授業で活用す

る。 

費者 事業 
        （３，７ ８千円） 

県民生活部 
費生活課 

費者トラ ルを に し、 費者が 体 ・ に して
全で な生活が れるよう支援する。 

環境学 推進事業 
        （４，４７８千円） 

環境部 
環境政策課 

環境問 に する専門 な 識・経験を する人材の活用 業の
つ環境保全の 等を生かした環境学 支援を実施する。 

地 にいいことグリーンチ ンジ
事業費     （９，０１０千円） 

環境部 
環境政策課 

世 を担う子供たちが地域で取り組む環境保全活動への支援を行
う。 

ラ フ DAYの推進 
 

環境部 
対策課 

県内の小・中学校、高等学校等への ラ フ DAY（１ 環境 ）
の参加を促進する。（ 子版） 

児童等への な環境教育推進事業        
環境部 
対策課 

地 について で学 る小学校高学年 けの 本の活用
を促進する。 

環境 学国際セン ーに ける環境 
学 事業    （３ ,７７４千円） 

環境部 
環境 学国際 
セン ー 

し ながら環境問 を理解し、環境にやさしい行動の実 に つ
けてもらうため、体感 等の施 への見学 れや 講

により環境学 機会を提供する。 

者 保対策事業  
        （５，３６４千円） 

保健 部 
務課 

将来の の担い となる 年 の 者を やすため、高校生の
の推進や小学生 を対象とした出 講 等を行い、 を図
る。 

 

 

■ の る の ・ の  

事 業 名 （取 組） 担当課 事 業 内 容 （取組の内容） 

総合支援セン ーの運営  
       （３６，３７４千円） 

福祉部 
者福祉推進課 

総合支援セン ーを に保育所・幼稚園・小学校、児童

支援セン ーなど地域の支援機 の職 等を対象に、 に

に気付き な支援ができる人材の育成などを行う。 

■ 児 ・ の  

事 業 名 （取 組） 担当課 事 業 内 容 （取組の内容） 
者支援協議会運営等事業費（ 者支

援協議会運営事業、 者支援ス ルア

ップ等事業）  （１，０１３千円） 

県民生活部 
青少年課 

社会生活を円 に営む で を する 者を支援するため、支援

体・機 のネットワーク 成、 、ス ルアップ研修の実施を

行う。 
者 立支援セン ー埼玉運営費（

業支援事業） （１６，０７３千円） 
産業労働部 
用労働課 者 立支援セン ー埼玉に ける職業 立に けた支援を行う。 

■ に な の  

事 業 名 （取 組） 担当課 事 業 内 容 （取組の内容） 
学 支援事業 
       （７６，７１７千円） 

福祉部 
社会福祉課 

の生活 世 生活保 世 の中高生を対象に学 支援を

実施する。 

学 支援促進事業費 
       （８９，０１０千円） 

福祉部 
社会福祉課 

の生活 世 生活保 世 の小学生を対象に、小学生 け

学 ・生活支援事業を行う教室を し、運営する。また、小学生に

対する学 ・生活支援事業を実施する に対し、補助を行う か、

ー ィネー ーを派遣し支援する。 
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■ ー ・ ー の推進 

事 業 名 （取 組） 担当課 事 業 内 容 （取組の内容） 
ス ー 少年 事業費補助 
       （１０，００１千円） 

県民生活部 
ス ー 課 

ス ー 少年 の健全育成を推進するため、ス ー 少年 が す

る 会の 等を支援する。 

総合 地域ス ー クラ 活性 事業        
        （５，４００千円） 

県民生活部 
ス ー 課 

総合 地域ス ー クラ の 実に けた支援を じめ、県民が

地域に いて 体 に参 するス ー 環境を するための支援等

を行う。また、 ・認 に け中 支援組 への支援を行

う。 

ス ー ンラ フ推進事業 
       （１１，７９８千円） 

県民生活部 
ス ー 課  

県民総合ス ー 会を めス ー ント等の を支援する

ことや県民のス ー に しむ機会を 実することにより、本県のス

ー ・ クリ ーション を図る。 
ラグビーワール カップ 2019 会

シー 事業 
        （６，０００千円） 

県民生活部 
ス ー 課  

埼玉県ラグビーフットボール協会や県教育委 会、トップリーグチー

ムなどと し、子供世 へのラグビーの を推進する。 

埼玉トップス ー ートナー 事業        

        （３，４３ 千円） 

県民生活部 

ス ー 課 

埼玉の 重な資 であるプロス ー チーム等と して、ス

ー 参 人 の と県内プロチーム等を県民全体で応援する

機運の 成を図るための事業を実施する。 

彩の国 れあい ック 事業 
        （８，３ １千円） 

福祉部 
者福祉推進課 

者の社会参加を目 とした全県 な 者ス ー 会を

する。 会 ４ ５  会 ９ 、 会 10 ３  
者ス ー が身 になる環境づ

くり事業 
        （９，５１５千円） 

福祉部 
者福祉推進課 

者ス ー 体験会や、 者ス ー を支える人材の育成などを

通じ、 者ス ー への理解と参加の促進を図る。 

■ 技 ー の推進 

事 業 名 （取 組） 担当課 事 業 内 容 （取組の内容） 
力 事業費補助  

       （８ ，５１ 千円） 
県民生活部 
ス ー 課  

国際 会や全国 会で活躍する の育成・ や優 な指 者の育

成を図る。 
埼玉アスリート 職業 所 埼

玉アスリート 職 ートセン

ー        （１，０８９千円） 

県民生活部 
ス ー 課 

国際 や国民体育 会等での活躍を目指すアスリートと県内 業

との ッチングを行う。 

ス ー 会等 事業 
       （１１，７５０千円） 

県民生活部 
ス ー 課 

埼玉県 会や 埼玉県 会を す

るなど、ス ー への と参加 を高めるとともに、 力の

を図る。 

ス ー 学を活用したトップア

スリート 出事業 

       （３７，８０９千円） 

県民生活部 
ス ー 課 

世 のトップアスリートを 出するため、運動能力の高い児

童・生徒を し、ス ー 学の 見を する専門ス ッフが

年 に応じた支援を行う か、指 者に対し研修会を実施す

る。 

リン ック・ ラリン ック

推進事業   （８４０，５３ 千円） 

県民生活部 
リン ック・ 
ラリン ック課 

2020 リン ック・ ラリン ック 会の成 に け、会

体として、本県に ける 備を進める。 

埼玉 ラ リームアスリート事業 
       （ １，３１４千円） 

福祉部 
者福祉推進課 

ラリン ック出 が される や県内 体に支援を行い、

本県ゆかりの ラリン アンを させる。 
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予 算 の 概 要

令和３年度の埼玉県一般会計予算総額は、 兆 億 万円で、令和２年度と比較すると 億円、
％の増となっています。

このうち教育局予算は、総額 億 万 千円で、一般会計予算総額の ％を占めており、令和２年度対
比では、 億 万 千円、 ％の減となっています。

また、目的別・性質別内訳は、以下のとおりです。
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令和３年度当初予算
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18,805 18,644 18,657 18,884 
19,603 21,198 

4,810 4,336 4,354 4,343 4,254 4,246 

25.6%
23.3% 23.3% 23.0%

21.7%
20.0%
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14,000
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22,000

H28 H29 H30 H31 R2 R3

億円

年度

県予算

教育費全体

教育費

(教育局所管分)

教育費

(知事部局所管分)

教育局予算

対県予算割合

県予算と教育予算の推移（当初予算）

377,178,047
88.8%

11,646,413
2.7%

35,780,788
8.4%

民生費
18.5%

衛生費
8.1%警察費

7.0%

土木費
5.8%総務費

4.4%

商工費
1.9%

農林水産費
1.1%

その他
16.9%

公債費
13.3%

教育費（教育局所管）

424,605,248
20.0％

一般会計
2兆1,198億4,300万円

教育費（知事部局所管）

63,420,142
3.0%

教育費全体
488,025,390

23.0%

 

 

■ ー ・ ー の推進 

事 業 名 （取 組） 担当課 事 業 内 容 （取組の内容） 
ス ー 少年 事業費補助 
       （１０，００１千円） 

県民生活部 
ス ー 課 

ス ー 少年 の健全育成を推進するため、ス ー 少年 が す

る 会の 等を支援する。 

総合 地域ス ー クラ 活性 事業        
        （５，４００千円） 

県民生活部 
ス ー 課 

総合 地域ス ー クラ の 実に けた支援を じめ、県民が

地域に いて 体 に参 するス ー 環境を するための支援等

を行う。また、 ・認 に け中 支援組 への支援を行

う。 

ス ー ンラ フ推進事業 
       （１１，７９８千円） 

県民生活部 
ス ー 課  

県民総合ス ー 会を めス ー ント等の を支援する

ことや県民のス ー に しむ機会を 実することにより、本県のス

ー ・ クリ ーション を図る。 
ラグビーワール カップ 2019 会

シー 事業 
        （６，０００千円） 

県民生活部 
ス ー 課  

埼玉県ラグビーフットボール協会や県教育委 会、トップリーグチー

ムなどと し、子供世 へのラグビーの を推進する。 

埼玉トップス ー ートナー 事業        

        （３，４３ 千円） 

県民生活部 

ス ー 課 

埼玉の 重な資 であるプロス ー チーム等と して、ス

ー 参 人 の と県内プロチーム等を県民全体で応援する

機運の 成を図るための事業を実施する。 

彩の国 れあい ック 事業 
        （８，３ １千円） 

福祉部 
者福祉推進課 

者の社会参加を目 とした全県 な 者ス ー 会を

する。 会 ４ ５  会 ９ 、 会 10 ３  
者ス ー が身 になる環境づ

くり事業 
        （９，５１５千円） 

福祉部 
者福祉推進課 

者ス ー 体験会や、 者ス ー を支える人材の育成などを

通じ、 者ス ー への理解と参加の促進を図る。 

■ 技 ー の推進 

事 業 名 （取 組） 担当課 事 業 内 容 （取組の内容） 
力 事業費補助  

       （８ ，５１ 千円） 
県民生活部 
ス ー 課  

国際 会や全国 会で活躍する の育成・ や優 な指 者の育

成を図る。 
埼玉アスリート 職業 所 埼

玉アスリート 職 ートセン

ー        （１，０８９千円） 

県民生活部 
ス ー 課 

国際 や国民体育 会等での活躍を目指すアスリートと県内 業

との ッチングを行う。 

ス ー 会等 事業 
       （１１，７５０千円） 

県民生活部 
ス ー 課 

埼玉県 会や 埼玉県 会を す

るなど、ス ー への と参加 を高めるとともに、 力の

を図る。 

ス ー 学を活用したトップア

スリート 出事業 

       （３７，８０９千円） 

県民生活部 
ス ー 課 

世 のトップアスリートを 出するため、運動能力の高い児

童・生徒を し、ス ー 学の 見を する専門ス ッフが

年 に応じた支援を行う か、指 者に対し研修会を実施す

る。 

リン ック・ ラリン ック

推進事業   （８４０，５３ 千円） 

県民生活部 
リン ック・ 
ラリン ック課 

2020 リン ック・ ラリン ック 会の成 に け、会

体として、本県に ける 備を進める。 

埼玉 ラ リームアスリート事業 
       （ １，３１４千円） 

福祉部 
者福祉推進課 

ラリン ック出 が される や県内 体に支援を行い、

本県ゆかりの ラリン アンを させる。 
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最大値 S57年度 657,043人

363,637人最大値 S61年度338,471人

176,386人

最大値 H元年度212,509人
116,557人

最大値 R2年度 7,915 人
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(100,000)

100,000

300,000

500,000

700,000

S56 S59 S62 H2 H5 H8 H11 H14 H17 H20 H23 H26 H29 R2

（人）

（年度）

小学校 中学校 高等学校（※） 特別支援学校
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382,198人

187,319人

128,359人
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15,000 

20,000 

25,000 

30,000 
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特別支援学校 小学校 中学校 高等学校

6,396人

382,198人

187,319人

128,359人

0 

5,000 

10,000 

15,000 

20,000 

25,000 

30,000 

S51 S54 S57 S60 S63 H3 H6 H9 H12 H15 H18 H21 H24

（人）

（年度）

特別支援学校 小学校 中学校 高等学校

46.0%

26.4%

18.2%

9.3%

4,187人

8,154人

11,845人

合計

44,880人

20,638人

小学校

中学校

高等学校（全・定・通）

特別支援学校

義務教育学校 25人 0.1%

中等教育学校 31人 0.1%

高等学校卒業者
５６，６４３人

中学校卒業者
６２，５２３人

進学者内訳進学者内訳

大学 92.7%

短期大学 6.9%

その他 0.4%

その他の者 4.9%

進学者
58.5%

専修学校等
進学・入学者
22.8%

就職者
13.8%

進学者
99.1%

全日制 92.8%

専修学校等進学・入学者 0.2%

就職者等 0.1%

その他の者 0.6%

定時制 1.8%

通信制 4.2%

特別支援学校 1.0%

高等専門学校 0.2%

学校教育基本データ

県内中学校・高等学校卒業者の進路状況（国・公・私）

中学校等卒業者の進路状況調査、高等学校卒業者の進路状況調査

各年度５月１日現在 学校基本統計

令和２年３月卒業者

公立学校児童生徒数の推移

公立学校教員数

令和２年５月１日現在 学校基本統計

※全日制、定時制、通信制の計

義務教育学校 190人
中等教育学校 319人

－ 43－



0

50

100

150

200

20 25 30 35 40 45 50 55 60 65

（人）

（ ）

H19年度 2,320人 年 46.4 R元年度 3,247人 年 41.1

0

100

200

300

400

500

20 25 30 35 40 45 50 55 60 65

（人）

（ ）

H19年度 8,061人 年 47.0 R元年度 7,592人 年 45.4

0

200

400

600

800

20 25 30 35 40 45 50 55 60 65

（人）

（ ）

H19年度 10,082人 年 46.7 R元年度 10,047人 年 42.4

0

200

400

600

800

1,000

1,200

20 25 30 35 40 45 50 55 60 65

（人）

（ ）

H19年度 17,999人 年 46.0 R元年度 17,336人 年 40.1

公立学校教員の年 の推移

小学校

中学校

高等学校（全日制・定時制・通信制）

特別支援学校

各年１ 月１日現在 学校教員統計（ 学 ）
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重要無形民俗文化財「秩父祭の屋台行事と神楽」（秩父市）

「歓喜院聖天堂」（熊谷市） 「太刀 銘 景光・景政」（さいたま市） 「太刀 銘 景光」（さいたま市）
「法華経一品経」（ときがわ町） 「武蔵埼玉稲荷山古墳出土品」（行田市）

「和紙：日本の手漉和紙技術」（石州半紙・美濃本紙・細川紙（小川町・東秩父村））
「山・鉾・屋台行事」（「秩父祭の屋台行事と神楽」（秩父市）、「川越氷川祭の山車行事」（川越市）他３１件）

「和装文化の足元を支え続ける足袋蔵のまち行田」（行田市）

国宝

ユネスコ無形文化遺産

日本遺産

国選定件数（令和３年３月１５日現在）国選定件数（令和３年３月１５日現在）

国・県指定等文化財件数一覧
国・県指定等文化財件数（令和３年３月１５日現在）

国登録文化財件数（令和３年３月１５日現在）

選択（令和３年３月１５日現在）

選択無形民俗文

化財
14

記録作成等の措

置を講ずべき無

形の民俗文化財
30

記録作成等の措置を

講ずべき無形の民俗

文化財

国 県

伝統的建造物群

保存地区
1

選定保存技術 3

重要伝統的建造物群

保存地区

選定保存技術

186

1

登録民俗文化財 1

登録記念物 1

登録有形文化財

建造物

歴史資料

登録有形民俗文化財

名勝地関係

種　　別 件　　数 種　　類 件　　数

建造物 27(1) 建造物 57
絵画 9 絵画 40
彫刻 10 彫刻 57
工芸品 15(2) 工芸品 52
書跡・典籍・古文

書
6(1)

書跡・典籍・古文

書
47

考古資料 10(1) 考古資料 72
歴史資料 2 歴史資料 12

無形文化財 3 無形文化財 2
9 有形民俗文化財 25
8 無形民俗文化財 50

22(1) 史跡 106
3 名勝 7

16(4) 天然記念物 86
旧跡 80

合　　　　計 140(10) 693

重要無形文化財

国 県

種　　類

有形文化財

※（　）内は国宝

重

要

文

化

財

民俗文化財
重要有形民俗文化財

重要無形民俗文化財

記念物
※（　）内は特別史

跡名勝天然記念物

史跡

名勝

天然記念物

総 務 課
教 育 政 策 課

教 育 総 務 部 財 務 課
教 職 員 課
福 利 課
県 立 学 校 人 事 課
高 校 教 育 指 導 課
魅 力 あ る 高 校 づ く り 課 保 健 体 育 課

県 立 学 校 部 Ｉ Ｃ Ｔ 教 育 推 進 課
生 徒 指 導 課
保 健 体 育 課
特 別 支 援 教 育 課
小 中 学 校 人 事 課
義 務 教 育 指 導 課

市 町 村 支 援 部 教 職 員 採 用 課
生 涯 学 習 推 進 課
文 化 資 源 課
人 権 教 育 課

教 育 事 務 所 （南部・西部・北部・東部）

県 教 育 局

保健 体 育 課

県立総合教育センター、県立図書館（熊谷・久喜）

県立歴史と民俗の博物館、県立史跡の博物館（さきたま・嵐山）

県立近代美術館

県立自然と川の博物館（自然の博物館・川の博物館* ）
県立文書館、さいたま文学館*
県立げんきプラザ（長瀞*・加須・小川*・神川*・名栗*・大滝）

（*は指定管理者による管理）

県立学校 高等学校 １３９校 中学校 １校
特別支援学校 ４３校（分校６を含む）

市町村立学校 小学校 ８０６校
中学校 ４１５校（分校２を含む）
義務教育学校 １校 幼稚園４２園
中等教育学校 １校 幼保連携型
特別支援学校 ４校 認定こども園 ２園
高等学校 ５校 （令和３年４月１日現在)

県立教育機関／県立･市町村立学校

県内の主な公立社会教育施設数

公民館等 ５０８ 生涯学習センター ７ 図書館 ２７３
博物館 ９５ 青少年教育施設 １７ （令和２年５月１日現在)

－ 45－



発行 ： 埼玉県教育委員会（教育総務部教育政策課）

ホームページアドレス

 

埼玉県のマスコット
「コバトン」

彩の国

埼玉県

埼玉県のマスコット
「コバトン」「さいたまっち」

埼 玉県

教育行
重点施策

政

埼玉県教育行政重点施策 検索




